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序 文

本書は、都市計画道路の改築事業に伴い発掘調査を実施した香川県高松市木太町の木大中村遺跡と、

香川県坂出市文京町の文京町二丁目西遺跡の報告を収めたものです。

まず、木大中村遺跡は、高松平野に広く残っている条里型地割の北限付近に位置し、かつての瀬戸内

海に近接する地点に立地しています。発掘調査の結果、古代から中世の溝状遺構を検出しました。なか

でも中世の溝状遺構からは、多量の土器が出土し、その多くは瀬戸内海の水上交通によって他地域から

運ばれてきたことがわかりました。

次に、文京町二丁目西遺跡は、かつての海岸線に形成された小高い浜堤に立地しています。発掘調査

により、古代の土器の包含層が見つかり、飯蛸壺が多く含まれていたことから、漁労を生業とする人々

が生活していたことがわかりました。また、自然科学的分析の結果、中世には浜堤の前面まで海水が入

る土地であったことが明らかになり、坂出市街地の地形変遷を知る貴重な資料となりました。

本報告書が、香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と

関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告に至るまでの間、関係機関並びに地元関係者

各位には多大なご援助とご協力をいただきました。ここに深く感謝申し上げますとともに、今後ともご

支援賜りますようお願い申し上げます。

平成 21年 2月

香川県埋蔵文化財センター

所長 大山 具充



1.本報告書は、都市計画道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告で、都市計画道路福岡三谷線道路改

築に伴い発掘調査を実施した、香川県高松市木太町に所在する木大中村遺跡 (き たなかむらいせき)

の報告と、都市計画道路富士見町線他 1線道路改築に伴い発掘調査を実施した坂出市文京町に所在

する文京町二丁目西遺跡 (ぶんきょうちょうにちょうめにしいせき)を収録した。

2.発掘調査は、香川県教育委員会が調査主体となり、香川県埋蔵文化財センター (一部は財団法人香

川県埋蔵文化財調査センター)が調査担当者として実施した。

3.発掘調査は、下記の期間で実施している。

木太中村遺跡

期間 :平成 18年 9月 1日 ～ 11月 30日

担当 :文化財専門貝 木下晴一、福家正人、調査技術員 中村大地

文京町二丁目西遺跡

期間 :平成 15年 7月 1日 ～ 9月 30日

担当 :主任文化財専門員 西村尋文、主任技師 細川健一、調査技術員 飯間俊之

期間 :平成 19年 9月 1日 ～ 10月 31日

担当 :文化財専門員 木下晴一、山元素子、調査技術員 木野戸直

4.調査に当って、下記の各位及び関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)

財団法人大阪市文化財協会 趙哲済

香川県高松土木事務所、中讃土木事務所、地元自治会、地元水利組合

5.報告書の作成は、香川県埋蔵文化財センターが実施した。執筆は木下晴一が担当した。

6.報告書で用いる座標系は国土座標第Ⅳ系 (日 本測地系)で、方位の北は国土座標第Ⅳ系による。ま

た、標高は東京湾平均海水面を基準としている。

7.遺構は下記の略号により表示している。

SK 土坑  SD 溝状遺構  SE 井戸跡  SP 柱穴跡  SR 自然河川跡

8.遺構断面図の水平線上の数値は、水平線の標高値 (単位m)を示している。
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都市計画道路福岡三谷線道路改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

木太中村遺跡



第 1章 調査 に至 る経緯 と経過

第 1節 調査に至る経緯

都市計画道路福岡三谷線は、高松市南部の三谷町から香川インテリジェントパーク、高松自動車道高

松中央インターチェンジを経て、市街中`亡 部ヽを南北に抜けるアクセス道路として整備が進められている。

県道高松長尾大内線と県道牟礼中新線間が (中 )工区として整備が開始されたのを受けて、香川県教育

委員会文化行政課 (現在の生涯学習 。文化財課)が平成 17年 7月 に試掘調査を実施した結果、中世を

中′亡ヽとする遺構 。遺物が検出され、文化財保護法に基づく保護措置が必要と判断された。試掘調査の結

果を受けて、県高松土木事務所都市港湾課等との協議の結果、平成 18年度秋に 1580ぶについて本調査

を実施することとなった。なお、今回の調査地の大半の小字は「川西」で、調査地の一部が小字「中村」

に所在するが、遺跡名は、高松教育委員会が平成 10、 11年度に発掘調査を行った木太中村遺跡との連

続性を考慮して、木太中村遺跡と命名されている。

第 2節 調査の経過

発掘調査は、平成 18年 9月 1日 から11月 30日 までの3ケ 月間で実施した。期間中は天候も安定し、

順調に調査を進めることができた。なお、10月 2、 3日 には、近隣の木太小学校の児童約 600名 が学

年団毎に遺跡を見学した。

整理作業は、平成 20年 7、 8月 の 2ケ 月間で実施した。遺物の洗浄や注記作業については終了して

いたことから、遺物の接合・図化・写真撮影と遺構図の トレース、遺構写真の整理などを行い、本書に

まとめた。出土遺物量は 281κ入リコンテナ 46箱である。
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第 1図 遺跡位置図
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第2図 遺跡位置図 (2)(国土地理院「高松」「高松南部」を使用)
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:木太中村遺跡

第 3図 遺 跡位 置 図 (3)(高松市都市計画図 29「木太」を使用)



第 3節 調査体制 。整理体制

発掘調査の体制は、以下のとおりである。

平成 18年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括

課  長   三谷 雄治

課長補佐   中村 禎伸

総務 。振興グループ

副主幹    河内 一裕

主  事   脇  悠介

文化財グループ

課長補佐   藤好 史郎

主  任   山下 平重

文化財専門員 信里 芳紀

平成 20年度

香川県教育委員会事務局生涯学習 。文化財課

課  長   春山 浩康

総括 。生涯学習推進グループ

課長補佐   武井 壽紀

副主幹    香西 としみ

主  任   林 照代

文化財グループ

主幹 (兼)課長補佐 藤好 史郎

主任文化財専門員  森 格也

文化財専門員    乗松 真也

香川県埋蔵文化財センター

総括

所  長   渡部 明夫

次  長   榊原 正人

総務課

課  長   野口 孝一

主  任   嶋田 和司

主  任   田中 千晶

調査課

課  長   廣瀬 常雄

文化財専門員 木下 晴一

文化財専門員 福家 正人

嘱託 (土木)   高嶋 勝英

嘱託 (調査技術員)中村 大地

香川県埋蔵文化財センター

発掘作業に携わった方は、以下のとおりである。

整理作業員  官武 直人  調査補助員  今井 由記子

発掘作業員  磯野 良照、遠藤 英樹、小川 浩司、請川 麗子、岡崎 文、岡田 忠幸、

香川 慶一、鈴木 正博、林 悠香、東原 輝明、平井 加寿美、三谷 愛子、森安 悦美

整理作業の体制は、以下のとおりである。

総括

所  長

次  長

総務課

課  長

主  任

主  任

主  任

資料普及課

課  長

文化財専門員

加藤 恵子・柴垣
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大山 真充

廣瀬 常雄

廣瀬 常雄 (兼務 )

宮田 久美子

嶋田  和〒司

古市 和子

西岡 達哉

木下 晴一

智美・朝田 加奈子・廣瀬嘱託整理作業員 山地 真理子・市川 孝子 杏子



第 2章 遺跡の立地と環境

第1節 地理的環境

調査地は、高松市木太町に所在する。標高約 2mで、東側至近に詰田川が流れ、詰田川河口から約 2.5

kmを測る。

今回の調査地付近は、高松平野の地形発達史を考える上で注目されてきた地域である。調査地は、香

東川扇状地上に広範に広がる条里型地割の北限の北側に当る。1950年代に西村嘉助氏は(条里地割が 7、

8世紀に施行されたことから、条里地割の遺存する地形面を鍵地形面 (地層でいう示準層)と 捉え、条

里地割の有無から、条里以後の地形変化を検討し得ると考えた (1)。 西村氏は、条里の遺存する地形面

を香東川扇状地、その前面を三角州と考え、条里地割が施行されていた地形面が沈水し、のちに現在の

三角州面が形成されたと考えた。

その後、1987年 に高橋学氏により高松平野の地形に関する本格的な検討結果が公表される②。高橋

氏による地形分類図は、それ以後の高松平野の地形を考える基準となっているが、西村氏による三角州

面は古代末以降に堆積が進行した地形面と考えられるようになった。

高橋氏の地形分類図によると、今回の調査地付近は三角州帯 Iと 三角州帯Ⅱaの境界付近のⅡa側に

位置する。なお、扇状地帯 Iと 三角州帯 Iは地形の傾斜変換線 (扇状地帯で急、三角州帯で緩)に拠っ

ている。なお、三角州帯 Iは、いわゆる縄文海進最盛期に海に没したところとされている。

近年、川村教一氏により高松平野の沖積層を中心とする堆積環境に関する研究が公表された ③。こ

の論文では、多数のボーリング資料の分析により、詰田川河口から詰田川の流路に沿う南北方向の地質

断面図が示されている。ここでは、番町礫層と称される扇状地礫層 (Bag)に福岡町泥層 (Fum)、 西内町

泥層 (Nim)、 西内町砂層 (Nis)が整合で重なっている。番町礫層は最終氷期の扇状地性堆積物、福岡町

泥層は最終氷期の AT降灰期前後の湿地性堆積物、西内町泥層・西内町砂層は、縄文海進高頂期及び

それ以降の三角州性堆積物としてまとめられている。

川村氏の成果をもとに高橋氏の地形分類図をみると、三角州帯 Iは福岡町泥層が表層に表れる部分に

該当するものと考えられ、縄文海進最盛期の海岸線は三角州帯 Iと Ⅱa(川村氏の西内町泥層 。西内町

砂層)の境界付近ということになる。

三角州帯Ⅱaは、江戸時代初めに藩主生駒氏の客臣であった西嶋八兵衛と後の藩主松平頼重によって

海面干拓が行われたことが知られている。文献史料の検討や地割の観察等から、県道牟礼中新線以北が

松平、以南が西嶋により干拓されたことがわかるが、西嶋による干拓の範囲はよくわかっていない。な

お、この付近の条里地域と非条里地域については、出石一雄氏による地理学的検討がある他 ④、田中

健二氏が、文献史料を博捜し江戸時代初めの高松城下町周辺の地形に関する史料の整理を行っている⑤。

また、香川県歴史博物館による特別展『海に開かれた都市 高松―港湾都市 900年のあゆみ』では、こ

の付近の中世後半の地形復元がなされている⑥。しかし、これは発掘調査により検出した遺構 。遺物

の歴史的評価を積極的に行うに当っての想像図であり、今後、裏付け作業を進める必要がある。

以上のように、本大中村遺跡周辺は注目される反面、地図上で地形界や地形発達の様子を図示するの

は簡単ではない。これは都市化の進展によって地表面の微起伏を検出したり、範囲を括ったりすること

が難しいこと等が理由である。そのような中で、平成 16年台風 16号による高松市の高潮浸水の被害調
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高

第 6図 高松市街地における低標高地帯

査の際に、長谷川修一氏他によって作成された標高図は参考になる (7'O第 6図 に示した範囲は、相対

的に標高の低い範囲である。平成 16年台風 16号による高潮浸水は、これより標高の高いところにまで

及んだが、この範囲の湛水が長時間に及んだ。この図から読み取れることは、 ①近代以降の海面の埋
め立ては、機械力を駆使して標高2m程度まで盛土しているが、近世 (江戸時代初め)に干拓が行われ

た範囲は、低標高地として取り残されている。 ②東側の低標高地帯には、2列の砂堆が推定されてき
たが、微高地としては把握できない。このうち南側の一列は、西嶋による防潮堤に沿って営まれた集落

を砂堆と推定したのが原因のようで、砂堆は存在しない可能性がある。また、西側にも砂堆があるが (国

土地理院沿岸海域土地条件図)、 その範囲に低標高地帯が含まれ再検討が必要である。さらに、低標高

地帯は、田中健二氏によつて江戸時代初頭に入江の存在が指摘されるところに該当している。③この地

域に流入する河川の沿岸は、相対的に高標高である、等である。

今後、より精密な堆積状況の検討を進める必要があろう。

(1)西村嘉助「條里以後の地形変化」『広島大学文学部 紀要』第11号 1957
(2)高橋学「高松平野の地形環境分析 I」 F高松市大田地区周辺遺跡詳細分布調査概報』高松市教育委員会 1987(の ちに「高松半
野の環境復原」「讃岐国弘福寺領の調査 弘福寺領讃岐国山田郡田図調査報告書』高松市教育委員会 1992に所収)
(3)川村教一「香川県高松平野における沖積層の層序と堆積環境」『第四紀研究』第39巻第6号  2111Xl年

14)出石一雄「山田部北西部における条里遺構と低限界一高松市木大町を中心として一」『香川地理学会会報』No27 2∞7年

(5)田 中健二「生駒時代・高松城 F周辺の地形について」「香川県文書館紀要』第12号 2008年

(6)香川県歴史博物館『海に開かれた都市 高松―港湾都市ⅨЮ年のあゆみ』展示図録 2007年
(7)香川大学平成 16年台風災害調査団「香川大学平成 16年台風災害調査団報告書』2005 69P
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中層

第 2節 歴史的環境

今回の調査地の南側の約 4000ぶ を高松市教育委

員会が調査している。調査の結果、弥生時代の掘立

柱建物跡、溝状遺構、土坑、古墳時代の掘立柱建物

跡、溝状遺構、古代の掘立柱建物跡、性格不明遺構、

中世の掘立柱建物跡、土坑、溝状遺構、柱穴跡、近

世の掘立柱建物跡、土坑、井戸跡等が検出されてい

る (1ぉ 今回の調査地との関連については、第 5章の

まとめで検討する。

南南東約 500m付近に弥生時代後期前半期の遺物

を多量に包含する旧河道跡が検出されている (木太

本村遺跡)②。第 8図は、出土遺物の実測図で、壺、

甕、鉢、製塩土器が出土している。木太本村遺跡に

接して白山神社古墳が所在している。自山神社古墳は、現況で東西方向の径 1l m、南北方向の径 12.6m、

高さ 1.75mを 測る円墳である。昭和 60年に発掘調査が行われ、東西方向に主軸をもつ竪穴式石椰が盗

掘された状態で検出された。出土遺物は無く、時期決定は困難であるが、古墳時代前期終末期から中期

前半期までのものと考えられている。白山神社古墳の周辺には、かつて 10基程度の塚が存在し、いく

つかは古墳であったと考えられている 0。 標高 2mに立地する特異な古墳群であり、瀬戸内海交通に関
連する被葬者像が想定されている。

白山神社古墳から、詰田川の支流官川を遡ったところに木太本村Ⅱ遺跡がある。ここでは 8世紀後半

期と推定される木組みの井戸跡が検出されている 0。 同時期の井戸跡としては有数の規模であり、「弘

福寺領讃岐国山田郡田図」に描かれた「荘所」に比定されるという研究がある 0。 各地の荘園の荘所が

水陸交通の至便の地を選択しているのと同じ立地である可能性が考えられる。

木太本村Ⅱ遺跡と自山神社古墳の間には、神内城跡という中世平地城館があったと推定されている。

該当地内の小面積の発掘調査が行われ、16世紀代を中心とする溝状遺構、土坑、柱穴跡を検出しており、

城館の存在する可能性が高いと考えられている 0。

神内城跡の東方約 300mの所に向城跡という中世平地城館の存在が推定されている。現況では、長さ

約 40mの土塁状の遺構が存在するが、明確なことは良くわからない。

(1)高松市教育委員会『都市計画道路福岡三谷線に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第一冊 木大中村遺跡』 2001
12)香川県教育委員会『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅷ 国道バイパス・県道建設予定地及び県営ほ場整備事業予定地等の調査』 1995
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中層

土器 (1/4)

第 8図 木太本村遺跡旧河道出土遺物実測図
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第 3章 調査の成果

第1節 調査の概要と土層

調査を進めるに当って、調査地北側の約 500m離れた地点に掘削土の仮置き場所を確保した。しかし、

交通量の多い交差点や、道路幅員の狭い住宅地を通行しなければならず、また、近くの小学校の通学路

にも当っているため、できる限り調査地内で掘削土を仮置きすることとした。このため長尾街道北佃1は

3つの調査区に分割し、西からI～ Ⅲ区と呼称し、順次調査を進めた。長尾街道南側の調査区も同様の

理由から、 2分割しⅣ区 (E)。 Ⅳ区 (W)と 呼称して調査を進めた。

調査の結果、Ⅱ区で 12世紀後半期から 13世紀前半期の溝状遺構を検出した。この溝状遺構には、多

量の中世土器が投棄されていたが、在地の土器は僅少で他地域で生産された土器が多数を占めるもので

あった。また、Ⅱ、Ⅲ区では、東南をピークとする微高地があり、その縁に沿う2条の溝状遺構を検出

した他、石組みの井戸等を検出した。

木大中村遺跡の堆積状況を第 10～ 12図 をもとに説明する。 I～ Ⅲ区では、東南をピークとし西方向、

北方向に緩やかに下る砂層が堆積している。この砂層は、細砂と中砂を主体とする大変淘汰の良いもの

である。第 4章に飾分けによる粒度分析の結果を報告するが、堆積環境を特定するまでに至っていない。

斜面の落ち際にはインブリケーシヨン (瓦重ね構造)のある径 3 cm以下の礫層が乗っている。砂層の厚

さは30cm以上で、下層には径 5 cm以下の砂岩亜円礫を主体に、間隙に中砂や粗砂が入る砂礫層が堆積

する。この砂礫層は良く締まっており、北に向かって次第に標高を下げながら連続しており、この付近

の基盤層と考えられる。なお、砂層と砂礫層との境界で検出した木質の放射性炭素年代測定を行ったと

ころ、6058± 32(補正 MC年代)を得ている (第 4章 )。

標高を下げた砂層の上部に黒褐色粘質土層が堆積している。この層には遺物片の包合は見られなかっ

たが、この層の上部に砂混じりで、弥生土器細片を包含する層が、約 10cmの 厚さで堆積 している。調

査中途までは弥生時代の包含層と考えていたが、古代の S D 01よ り新しくS D 02よ り古い堆積層であ

ることがわかった。弥生土器細片を包含する層の上に、水田耕土が堆積し、その上に造成土が乗ってい

る。明治時代の土地台帳を見ると、該当箇所は明治 40年代に水田から宅地に変わり、昭和初期に相次

いで分筆され、宅地化したことが記されていることから、水田耕作土層より上位は明治 40年代以降の

堆積層であることがわかる。

第 11図 は、Ⅱ区の東壁と西壁の断面図とⅡ区で行った下層確認のための断ち割 りの断面図である。

東壁の南部に見える 12層が上述の砂層で、10層が基盤の砂礫層である。これらが北方に緩やかに下っ

ており、 3～ 9層 は、その落ち込みに堆積した旧河道埋土である。第 39図の S R 01出 土遺物としてい

るのは、第 7層出土のもので、近世の堆積物であることがわかる。なお、西壁で明瞭であるが、砂層の

落ち込みは、明治 40年代までの水田が約 30cmの段差になっており、地表面の段差になって表れていた。

東壁断面では、砂層の上部の黒褐色粘質土層が堆積している。断面図では、 5、 7層 を切つて、下層

の砂が噴き上がった噴砂状のものが観察されたが、平面的には砂脈が形成されることなく、確定するこ

とはできなかった。また、第 4層は S D 01、 02、 第 5層が含まれているが、図化段階では認識できて

いなかつたため、一層と把握した。
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(国土座標は日本測地系 )

第 9図 調査区割図
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第 12図は、 I～ Ⅲ区の調査区南壁の断面図とⅣ区の断面図である。

Ⅲ区では、造成上の直下に砂層が堆積しており、 I、 Ⅱ区で西方に下がつている様子がわかる。また、

第 3層 は、砂層の落ち込みの上面に見られる砂礫層である。第 7層が弥生土器片を中心に遺物片を多く

含む包含層で、 S D 01は その下層に、 S D 02は 第7層の上面から掘り込まれている。

Ⅳ区の堆積状況は、I～Ⅲ区と多少異なっているが、連続して土層を観察できないため推測が混じる。

Ⅳ区の地山は、褐色シルト質土層で、下方で灰黄褐色細砂層に変わっていくが、この層が I～ Ⅲ区の砂

層と連続している可能性が高いと考えられる。

断面取得位置

0       1om
l一
(1/5∞ )

第 10図 堆積状況と遺構配置模式図

後世の日●や

川が流れて選諄が

崚 されているところ
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第 11図 調査区断面図 (1)
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第 12図 調査区断面図 (2)
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第 2節 遺構 0遺物

S D 01

1区南部からⅡ区にかけて、砂層の微高地の縁辺に沿うように東西方向に流れる溝状遺構である。西

方では幅約2m、 深さ約 0.5mの 規模で、東方に向かい次第に浅くなり、Ⅱ区で消滅する。埋土は西方

では2層 に分層されるが、東方では下層が欠落する。上層の黒褐色砂混じり極細砂質土層も下層の黒色

粘質土層も、所々に黒色粘土のブロックを含んでおり、人為的に埋め戻された可能性がある。 S D 01

からは28リ ットル入リコンテナ 2.5箱分の遺物が出土したが、細片が多い。第 15図 はⅡ区出土、第 16

図は I区上層出土、第 17図は I区下層出土の遺物実測図である。

1は、弥生土器壺で、直立する頸部から斜め上方に短く屈曲する国縁である。摩滅している。 2～ 4

は「く」の字状に屈曲する口縁をもつ弥生土器甕である。 4は下川津B類土器である。いずれも摩滅し

ている。 5～ 7は高杯の脚部片である。 5、 6は著しく摩滅している。 7は細く直立する軸部からラッ

パ状に開く裾部をもち、金雲母、赤色粒を含む特徴的な胎土である。 8～ 10は製塩土器の脚部片、11

第 13図  SD01～ 03平面図
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はふいごの羽国の破片である。

12～ 14は弥生土器壺で、いずれも細片である。14は下川津B類土器である。15は弥生土器高杯 (も

しくは鉢)の回縁部で、下川津 B類土器である。23は安山岩製の打製石包丁である。

18は、須恵器杯で、内外面に火欅が見られる。19は須恵器皿で、日縁端部はやや外湾気味に丸く収

束している。20は須恵器平瓶で、 S D 01検出作業中にほぼ完形で出土した。日縁は外上方に開き、口

頸部中央に沈線を施し、体部は肩部に稜をもつが、全体に丸みを帯びたつくりである。21は須恵器甕で、

外湾気味に立ち上がる日縁で、端部の外側を肥厚させている。ヘラ記号が認められる。

22は内面黒色の黒色土器椀の底部片である。 S D 01の 検出作業中に出土したもので、 S D 01の 上

面を覆う包含層に含まれていた可能性がある。

24は弥生土器甕で、明瞭な稜をもたずに「く」の字状に屈曲する国縁で、薄手につくられている。

SD01あ ぜ①

15
A―

SD01あ ぜ②

15
B一

10YR2/2黒掲色砂まじり極細砂質土 (5mm以下の礫  くさり礫含 Fe含  ところどころに粘土のプロックあり 人為的に埋められたものか)上層に相当
粘土プロックが入る部分 (1に は入らない )
10YR2/1黒色粘質土 (砂粒含 粘上がプロック状に堆積)下層にほぼ相当
10YR3/2黒褐色極細砂質土 (2cmほ どの礫 粗 。中砂含 Fe含 )
10YR2/3黒掲色礫ましり粘質土 (10cm以 下の砂岩亜円礫含  くさり礫合 )
灰色砂礫 (4cm以 下の砂岩 チャー トなどの亜円礫 Mは 祖砂 )

C σ

Fe含 )     10YR3/2黒掲色砂質土 (3cm以 下の礫含 Fe・ Mn含  上方で極細砂 下方で粘質)10YR2/2黒掲色砂まじり極細砂質土
10YR4/2灰責褐色砂質土 (中砂主

(3cmほ どの砂岩亜円礫まばら合
Fe含 )

0        1m

(1/40)

第 14図  SD01,02断面図

0         10cm

4       土器(1/4)

5図 SD01(Ⅱ 区)出土遺物実測図

X9

第 1
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25は弥生土器高杯の脚部小片、26は製塩土器の脚部片である。27は須恵器高杯の脚部小片、28は須恵

器平瓶である。 S D 01の 溝底に接 して検出した。28の口縁部は欠損しており、体部は全体に丸みを帯

びたつくりである。日頸部と体部の境界付近の体部にヘラ記号が認められる。

以上のようにS D 01に は、弥生時代後期と古代の遺物が混在 している。土器は弥生時代後期の細片

が多い。南へ約 50m離れた高松市教委調査の木太中村遺跡 5工区の中央部以南から、弥生時代後期の

遺構が検出されていることから、 S D 01の 東南方向の微高地上にも当該期の集落が存在 し、削平され

て堆積 した可能性が考えられる。古代の遺物は、年代を特定する資料に恵まれないが、概ね 7世紀後半

期から8世紀前半期のものと考えられる。

S D 02

S D 01と平行するように砂からなる微高地の縁辺を周る溝跡である。 S D 01埋 没後に堆積 した包含

層の上面から掘り込まれている。切 り合い関係から、後述するS D 03よ りも古い。幅約 0.5m、 深さ約 0.2

mの規模で、多量の弥生時代後期土器の細片を包含している。これらの細片は、 S D 01の ものよりも

相対的に摩滅している。

第 18図 は、 S D 02出 土の遺物実測図である。29は須恵器甕で、外湾気味に立ち上がる口縁の端部

外側を肥厚させている。30は弥生土器の壺か甕の底部、31はサヌカイト製の凹基式石鏃、32は安山岩

系の火山岩製の有溝石錘である。

S D 02の 年代を特定することは困難で、 S D 01と 03の間のいずれかの時期であることしかわから

ない。

ト
ーー
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ
Ｕ

ヽ
 :

tち

2
10cm O

23

5cm

土器 (1/4)          石器 (1/2)

第 16図  SD01上層 (I区 )出土遺物実測図
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土器 (1/4)

第 17図  SD01下層 (I区)出土遺物実測図

S D 03

Ⅱ区で検出した溝状遺構である。座標北から東へ 12～ 19度程振った方向で、東側にわずかに湾曲し

ながら流れている。当地域の条里型地割の方向より若千東に振った方向である。検出長は約 15mで、

北は後世の削平によつて途切れ、南は調査区外に延びている。規模は、幅約 0.8～ 1.6m、 深さ0.4～ 0.5

mを測る。

S D 01は 、試掘 トレンチの北端付近からS E 01ま での範囲を中心に多量の土器片が含まれ、その北

と南は対照的に少量の土器片が出土した。多量の土器片は、拳大から大頭大の礫とともに投棄された状

況である。滞水状況にあれば、椀等は見込みを上に、一定の流れのある場合には、底を上にして出土す

る傾向があるが、 S D 01の 場合は、どちらかに偏ることなく投棄という出土状況であつた。なお、な

るべく土器を取り上げずに掘削し、写真撮影後、遺物を上層出土として取り上げ、つぎに現れた土器を

下層として取り上げたが、層位的に区別されるものではなく単一層からの出土である。

第 20～ 29図は、 S D 03出 土の遺物実測図である。

第 20図 33～ 43は土師質土器小皿で、37の底部が回転糸切りの他は、回転ヘラ切 りしているものが

多い。44～ 59は瓦器小皿である。形状が歪んでいるものが多い。60～ 64は土師質土器杯である。60、

63、 64の底部は回転ヘラ切 りで、それ以外は摩滅のため不明である。65は高い高台を付 した土師質土

器杯、66は土師質土器椀である。

67～ 92は吉備系土師質土器椀である。灰白色の色調で、胎土中に lmmほ どの砂粒が含まれるという

点で共通する。形態も、断面が幅の狭い高台を付 し、口縁部下が横ナデによつて、最も器壁が薄くな

31

1 Ocm

一島又

SD02 出土遺物実測図

_20_

土器 (1/4) 石器 (1/2)

第 18図



り、やや肥厚気味の口縁をもつという点で共通する。内外面にミガキ調整は認められない。口径は 13.0

～ 15.2cm、 器高は 4.2～ 4.7cmの 範囲内に収まり、なかでも口径 13.2～ 13.7cm、 器高 4.2～ 4.5cmの 範囲

に収まるものが多い。以上の点は、山本悦世氏によるCl類の特徴をもつものである。
92は両面黒色の黒色土器椀の底部細片である。93～ 97は須恵器椀 (西村型土器椀)である。幅 3 mm

ほどのヘラミガキが間欠に施されている。94は土師質、それ以外は瓦質に焼成される。98、 99は須恵

器椀である。98は小片で産地等の情報は得られない。99は形態から東播系と考えら、見込み部にくぼ

みを持たず、森田稔氏による第Ⅷ期のものと判断される。

第 21～ 23図の 100～ 142は瓦器椀で、100、 101は楠葉型、102～ 134は和泉型である。楠葉型の椀

は、日縁部内側に沈線を一条巡らすもので、101の内面にはヘラミガキが認められるが、外面には見ら

れない。内面のヘラミガキは幅約 l mmの ものが間欠に施され、見込み部はジグザグ状である。日径 13.4

cm、 器高 5.Ocmを測り、橋本久和氏によるⅢ -1かⅢ -2期 に所属するものと考えられる。

102～ 134の和泉型瓦器椀は、形状が歪んだものが多く、実測は基本的に口縁を基準にして行った。

調整は、外面にヘラミガキは見られず、内面に疎らに施されている。見込みの暗文は平行線状が基本で

ある。高台は矮小化し、断面は半球状のものや尖ったものがある。日径は 13.6～ 16.8cm、 器高 3.5～ 5.1

cm(平均口径 15.Ocm、 器高 4.lcm)で、概ね口径 14.6～ 16.Ocm、 器高 3.7～ 4.7cmの範囲に大半が収まる

ものである。以上の様相から、尾上実氏によるⅢ -2期 に所属するものと考えられる。

第 23図 143～ 152は、龍泉窯系青磁椀で、143の ように飛雲文を片彫りしたものと、145の ように蓮

華文を片彫りしたものがある。底部付近は、底部の器肉が厚 く断面四角形の高台を付 している。高台ま

で施釉 し、高台部畳付およびその内部は露胎である。147、 150は外面に縦方向の櫛目が見られる。以

上の様相から、これらの資料は、森田勉・横田賢次郎両氏による龍泉窯系青磁椀 I… 2類、 I-4類 に
所属するものと考えられる。なお、口縁に輪花のあるものは見られない。

第23図 153～ 156は 、同安窯系青磁皿である。体部中位で屈曲し、体部と見込みの境に段をもつ形態で、

内面にヘラによる片彫りと櫛によるジグザグ文様を施している。底部は露胎である。これらは、森田勉。

横田賢次郎両氏による同安窯系青磁皿 I類に所属するものである。

第 23図 157は、自磁椀の口縁部の小片で、玉縁状を呈する。

第 23図 158～ 163は、東播系の須恵器鉢である。体部上半から口縁部にかけてわずかに外反し、日

縁端部の拡張は上下両方向にわずかに拡張している。口径は、26.8～ 31.Ocmで、底部が残る 162、 163

は回転糸切りされている。以上の様相は、森田稔氏による第Ⅷ期第 2段階に所属するものである。

SD03 あぜ②

10YR6/2灰責掲色シルトまじり砂質土 (砂は細砂主 租砂わずか含 Fe含 )上層     1 10YR5/3に ぶい黄掲色シルト質土 (Fett Mnわ ずか含 炭化物わずか含)
10YR4/2灰責褐色砂まじリシルト質土 (砂は細砂主)下層               2 10YR3/1黒 褐色砂まじり粘質土 (2mmほ どの礫わずか含 中・佃砂粒多含 Fe含 )
10YR5/2灰責褐色砂まじリシルト質土 (細砂主 Fe含)                3 10YR3/2黒 掲色砂質土 (下方細砂 上方粘質土のグレイディングあり Fe多含)
10YR3/2黒褐色粘質土 弥包含層
10YR3/2黒褐色 くさり礫ましり砂 (径 3cmま でのくさり礫含 砂は細～中砂 ) 0       1m

第 19図  SD03断面図

1.5
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(1/40)
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第 20図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (1)
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第 21図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (2)
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第 23図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (4)
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0          10cm

土器(1/4)

174
175

第 24図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (5)

第 24図 164は土師質土器土釜の口縁部小片、165～ 168は土師質土器足釜の脚部である (土釜のうち、

脚部が付 くことが明白な場合を足釜、不明な場合を土釜と呼称することとする)。

169～ 176は瓦器土釜 。足釜で、口縁部は大きく内傾し、体部はやや偏平な球形を呈する。日縁下 2

cmほ どのところに鍔を付 している。173、 174は鍔と脚部との関係がわかるが、鍔直下から体部側面に

脚を付している。器面には指頭痕が残るが、細部調整は見られない。

近畿地方では、各時代 。地域によつて、それぞれ形態・製作技法
。調整技法・焼成方法等を異にする

土釜群が存在し、一定地域に分布する土釜の「型」が確認できるとされているが、169～ 176は、山城

国に分布するものと共通する要素が多い。香川県での出土例は稀少である。

第 25図 177～ 189は土師質土器土鍋で、177、 178は色調、形態や製作技法から吉備系土師質土器土

鍋と考えられる。半球状の体部と外側に直線的に開く口縁をもつ。完形に復原できる 178について見る
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第 25図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (6)
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第 27図  Ⅱ区 SD03出土遺物実測図 (8)
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と、口径 38.6cm、 器高 17.9cmを測り、器壁は底部で 4 mm、 体部で 5 mmと 非常に薄いことがわかる。調整

はハケで、体部外面は縦方向、内面は横方向、底部は格子状に施されている。

以上の様相は、山本悦世氏によるCタ イプに所属するものであり、器高からⅢ-1期 に所属するもの

と考えられる。

190は瓦質土器甕の口縁部で、器壁 5 mmと 薄く「く」の字状に外反する国縁である。細片のため、産

地等の情報は得られない。この他に土師質に焼成された、平底の壺か甕の底部 (191)、 須恵器甕 (192)、

須恵質に焼成された平瓦片 (193)、 管状土錘 (194)が出土している。

第 26～ 28図 195～ 203は土師質の移動式竃である。195は、残りが良く全体像がわかる。円柱状の

体部の前面を切り取って焚き口をつくり、焚き日の周囲に庇を付 している。体部外面の庇の内側には縦

方向のハケ、体部内面には横方向にハケを施している。196、 197、 201、 202、 203は焚き口上部の破片、

198、 200は焚き口側面の底部を含む破片、199は焚き口側面の破片である。

第 29図 204～ 217は 、平成 17年 7月 に教育委員会文化行政課が実施した試掘調査 トレンチを埋め戻

した部分から出土した遺物である。これらは周囲の遺構の検出状況からみて、 S D 03に 伴うものであ

る可能性が強く、一部の破片はS D 03出 土遺物と接合している。

204、 205は土師質土器小皿、206、 207は瓦器小皿、208～ 215は和泉型の瓦器椀である。216は同安

窯系青磁皿 I類の皿、217は土師質土器土釜である。なお、試掘では褐釉陶器四耳壺片も出土している。

以上のようにS D 03から出土した遺物は、他地域からの搬入品が圧倒的に多いのが特徴である。こ

れらは、吉備系土師質土器の椀 。土鍋、和泉型や楠葉型瓦器椀、東播系須恵器鉢、青磁椀 。皿等の年代

観から 12世紀後半期から13世紀前半期に属するものと考えられる。

204

205

207

第 29図  Ⅱ区試掘 トレンチ出土遺物実測図

ヽ
卜 凛

然
土器 (1/4)

216
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S E 01

S D 03を 切つて構築された石組みの井戸跡である。掘

り方は不整形で、検出面における掘り方長辺 20m、短辺 17

m、 内法径 10m、 深さ1.lmを測る。最下部には径約 50cm、

高さ約 27cmの 曲げ物を据えていた。石材は垂直方向に積

み上げるのではなく、上方に向かって開くように積み上げ

ており、石材下端では約 0.5mの径が、上端では約 lmに

広がっている。井戸内部には、同種の石材が多数落ち込ん

でおり、遺物はほとんど出土しなかつた。なお、曲げ物は

劣化が著しいために取 り_上げることが不可能であった。こ

のため、見通しの断面図も不十分なものとなり、掲載でき

なかった。

第31図はS E01の埋土から出土した遺物実測図である。

218、 219の いずれも青磁椀で、218は 龍泉窯系青磁椀 I―

4類、219は 同じくI-2類である。

第 32図 は S E 01の 裏込め出土の遺物実測図である。

220は瓦器小皿、221は 土師質土器杯、222は 青磁皿、223

は青磁椀、224は 瓦器土釜、225は 須恵器鉢である。222

は同安窯系青磁皿 I類、223は外面に鏑蓮弁の文様を有し、

龍泉窯系青磁椀 I-5b類 のものである。224は 山城型、

225は東播系のものである。

裏込め出土の遺物は、223を 除くとS D 03と 同時期の

ものと思われ、 S E 01が S D 03を 壊 して構築されてお

り、 S D 03出 土遺物と接合する例もあることから、本来

は S D 03に 伴う可能性がある。反面、223の 青磁椀は後

出のもので、13世紀中頃から後半期の年代観が与えられ

る。わずか 1点の資料であるが、223の鏑蓮弁の文様を有

する青磁椀が S E 01の 年代を示すものと考えられる。

(1/40)

第 30図 SE01平 。断面図

厠/同創8

出土遺物実測図

×/呪ぉ ｀ 4

0         1ocm

土器(1/4)

SE01裏込め出土遺物実測図
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近代以降の遺構・遺物

先述したように、明治時代の土地台帳によると I区が明治 31年に郡村宅地と記載され、それ以前の

地目が不明である他は、明治 43年から昭和 4年にかけて、相次いで水田から郡村宅地・宅地に地目変

更されている。つまり、遺構検出面において水田耕作土より上層より掘り込まれた柱穴跡や土坑跡、井

戸跡などの大半は、明治 43年以降の遺構と考えられる。このうちの S E 06は 、井戸側と井戸側の接合

部分に新聞紙を巻きつけ、さらに粘土を巻きつけていた。新聞紙の残欠を精査したところ昭和 4年 4月

10日 付けの大阪毎日新聞が含まれることが半J明 した。このことから、S E 06が昭和初期のものであり、

土地台帳の記載とも矛盾しないことがわかる。

第33図は、S P 32か ら出土した和泉型瓦器椀である。S P 32の 埋土は、黒褐色砂混じリシル ト質土で、

周辺の近代遺構の埋土とはやや異質なものであるが、近代以降の遺構と考えられ、遺物は混入と考えら

れる。

第 34図は、 I～Ⅲ区の近代以降の遺構配置図、Ⅳ区の近代以降の遺構配置図である。 I～Ⅲ区には

6基の井戸が構築されている。 S E 02～ 06は、素焼きの井戸側を3段程度重ね、地山の砂礫層を掘

り込んで構築している。底面の標高は、 S E 06がマイナス 0.5mと 深い他は、マイナス 0.2m～プラス

0.lm程で、豊富な湧水がある。 S E 07は 、溝状の落ち込みに南と西側の 2辺を石組みし、内部に風呂

桶を据えたものである。227は S E 02、 228は S E 03、 229は S E 04、 230は S E 05、 231は S E 06、

232は S E 07の 井戸側である。223は上面に丸印の中に「協」の字を刻印している。229と 231の上部

には、井戸側を接合する際のセメントが付着している。231が昭和 4年の新聞が巻きつけられていたも

のである。233と 234は S K 18か ら出土したものである。

第 38図は、Ⅳ区出土の遺物である。Ⅳ区から出土した遺物は極めて少なく、遺構は埋土の状況から、

大半を近代以降のものと推定している。235は瓦器小皿、包含層中から出土した。236は S D 07よ り出

土した製塩土器である。いずれも遺構の年代を示すものではないと考えている。

包含層 。その他の遺物

第 39図は、 S R 01出 土の遺物実測図である。 S R 01は 、Ⅱ・Ⅲ区で検出した砂層が北方に向かっ

て落ち込んでいく所に堆積したもので、Ⅱ区東壁断面図の 7層 に当る。

237～ 241は 弥生土器で、237は壺、238は甕、239は高杯である。239

の高杯は、下川津 B類土器で軸部と杯部の接続部は円盤充填している。

243は 立ち上がりをもつ須恵器杯身、244は須恵器皿である。口縁部

は外上方に屈曲し、端部は肥厚することなく丸 く終わる。245は 土師

質土器甕の側面に付される把手と考えられる。246、 247は土師質土器

土釜、248は 東播系須恵器鉢の口縁部小片、249は 瓦質土器甕の口縁

部片、250は瓦質土器焙烙である。以上のようにS R 01は 弥生時代後

期から近世に至る時期幅のある遺物片をまばらに包含している。

第 40図 は、包含層から出土 した遺物実測図である。251、 252は 弥

生土器の壺か甕の底部、253は 弥生土器甑の底部、254は 製塩土器底

部である。255は 、弥生土器を包含する層の上面に張り付 くような状

態で出土 した東播系須恵器鉢である。日縁部の形状や口径からみて、

森田稔氏による第Ⅷ期のものと判断される。

第 33図  SP32出 土遺物

実測図
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第 34図  I～Ⅳ区 近代以降の遺構配置図
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第 36図 近代以降の遺構出土遺物実測図 (1)
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第 37図 近代以降の遺構出土遺物実測図 (2)
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第 38図  Ⅳ区出土遺物実測図
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第 39図  SR01出 土遺物実測図
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第 4章 自然科学分析

第1節 香川県木太中村遺跡における自然科学分析 株式会社古環境研究所

I.珪藻分析

1.は じめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、

岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因

に応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映して

おり、水域を主とする古環境復元の指標として利用されている。

木大中村遺跡は、高松市木太町に所在し、中小河川の詰田川に隣接するとともに、縄文海進時の推定

海岸線に隣接している。今回、発掘調査において淘汰の良い砂層が検出されたことから、遺跡の立地 (海

岸・河畔)を検討する目的で珪藻分析を行うことになった。

2.試料

試料は、Ⅲ区東西 トレンチ 1層上部より採取された試料 Sl((黄 )褐色砂 )、 1層下部より採取され

た試料 S2((黄 )褐色砂 )、 2層上部より採取された試料 S3(灰褐色砂 )、 2層下部より採取された試

料 S4(灰褐色砂)の計 4点である (第 43図参照)。

3.方法

以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

1)試料からl cm3を 秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら 1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗 (5～ 6回 )

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥
5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラー ト作成

6)検鏡、計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 600～ 1500倍で行う。計数は珪藻被殻が 100個体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラー ト全面について精査を行った。

4.結果

(1)分類群

試料から出現 した珪藻は、貧塩性種 (淡水生種)29分類群である。第 1表に分析結果を示 し、珪藻

総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを第 41図に示す。珪藻ダイアグラムにおける珪

藻の生態性は Lowe(1974)や渡辺 (2005)等の記載により、陸生珪藻は小杉 (1986)に より、環境指標

種群は淡水生種は安藤 (1990)に よる。また、主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下にダイア
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グラムで表記した分類群を記載する。

〔貧塩性種〕

И″ 力ο″ ″ο脇 ′α、GO″あο″θ″α graC〃θ、肋 ′ルsc力″ α″ 力′り s、 Aリソたνあ ε″ルα″、肋 ,ενル cο崚 ″αcθα、

助νれル εο′′θ′′α、助
'c"″
 εψ′οε響力α′α、助νたグル ε7っン7,′ο′θ′θ′′α、肋ソたν′α θな′″θ′Sお 、′ヤセ7'εν′α

gοゃpθ″′′α′α、Aリソ
jσν′α 
“
ν′jεα、Ⅳ♭ν′εタル ″″′たα v.ソθ″″たOsα、ハリソjεグル ′ηνル、ハ4αソたν′α ttg“αθα、Ⅳαソた″ル

sαορ力
j′α、 Nανたν′α  sp.1、  Nανた夕′α  spp.、  Naソ jθッ′α  ソθ′αα、 Naν′σ夕′α  ソ′r′グ″′α  v. ′lθS′θ′′α′α、 A′′izsc力′α

b“θソ,ssj″α、М rZSc力 jα  ε″″θ′′α
"、
М″sc力′α ttbj′お、 Mttε力′α ルタS″′ν″、Ⅳ′″sc力′α ρα′θα、 P′′′ν″″′α

αppθηグ′ε″′α′α、 P′′′
"′

α″′α わοκα′お、 Pj′′″′αrjα  
“
,cκフs′ανЮ″、 P′′′ν′αriα  s″bε列ガ′α′α、 6L′″′κ′ル α′gνs″、

(2)珪藻群集の特徴

下位より珪藻構成と珪藻組成の変化の特徴を記載する。

1)  2層

上部、下部とも珪藻は検出されない。

2) 1層

珪藻密度がわずかに高 くなり、下部 (試料 S2)では、流水不定性種などがわずかに出現する。上

部 (試料 Sl)で は、陸生珪藻が優占し、流水不定性種もやや多い。陸生珪藻では、ハリ ,c″′α ″ク′′σα、

力「α′rzsc力′α α綱クカjoッs を王iに 、 ハぃたッ′α εO′た′′α、  Pj′′νル″jα  わοκα′な、  Ⅳανjενル 
“
I"力 jル  、

Иzψ力ο″ ″ο′″ηαなどが出現する。流水不定性種では、Nlittε力jα ρα′θα、助ソた″′α spp.を はじめ好塩

性種の助ソた″′α 〃g″αθαヽ 助 ソjεッ′α ッθ
“
″、Nli″sc力 jα σ″ j′θ′′α′αなどが低率に出現する。真 。好流水

性種では、Sν″姥腸 α′g夕s′α、肋ソjε夕′α ソ′″′励ル v“s′θ〃α″などが低率に出現する。真 。好止水性種

では、Nlittε力jα /rνS′νル″、P′′″ク′α″jα ガε
“
s′α″
“
′、GOリカο′θ″α g″ε′′θなどが出現する。

5.珪藻分析から推定される堆積環境

1)  2層

上部、下部とも珪藻が検出されない。試料となった堆積物が砂であることから、分別作用 (淘汰)に

より堆積しなかったか、砂のため水落ちがよく乾燥した環境で付着生珪藻等が生育できなかったと考え

られる。

2) 1層

下部 (試料 S2)では流水不定性種などがわずかに出現するが、上部 (試料 Sl)では、陸生珪藻が優占し、

流水不定性種もやや多く、真 。好流水性種、真・好止水性種が伴われる。概 して湿った環境が推定され

る。流水域と止水域の影響をうけたか、あるいはその近隣に分布し、河川の影響が示唆される。好塩性

種を低率に含むが、貧塩性種 (淡水生種)で占められることから淡水の環境であり、海水の影響は認め

られない。

6.ま とめ

木大中村遺跡のⅢ区東西 トレンチにおいて珪藻分析を行つた。その結果、下位より2層 は珪藻が検出

されず、水落ちがよい乾燥した環境が推定された。 1層では陸生珪藻が優占し、湿つた環境が示唆され、

河川の影響はあるものの、海水の影響は認められなかった。
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Ⅲ区東西 トレンチ

分類群         1層 上部   l層 下部    2層 上部   2層 下部
Sl           S2             S3           S4

貧塩性種 (淡水生種)
И″ρ力ο″α 

“
ο″′αηα

Gοψ 力ο″θ″α grαε〃θ

Ha′′zsc力′α α″ρカメDws
Naソ ,cνノα εap′′α′α
ハ√αソjcタノα εο4/υ rソαεθα
Nαソ,cν′α εο″′θ′′α
Naソ′ενノα εαρ′Oε響力αスク
Naソ′cν′αεッP′ο′θ″θ〃α

ハリソたνムαθ/g′ηθ′sis

Nαソ,cν′α gοゃpcr′″″α

Naソ ,cνムα″
"′

′εα

Naν′c夕′α ″夕′Jεα v.ソθ′′ricο sα
NαソJcタム9 ρνρν′α

Naソ ic″′αpッg″αθα

Nαソ′c″ムα saa実乃υ力ila

Noソ′cν′α sp.1

Naソ′ctr′α spp.

Naソ′ε2r′α ソθ″θ′α

Navicula viridula v. rostellata 3

Nitzschia brevissima
Nitzschia capitellata
Nitzschia debilis
Nitzschia frustulum
Nitzschia palea
Pinnularia appendiculata 1

Pinnularia borealis
Pinnularia microstauron
Pinnularia subcapitata
Surirella angusta
合 計 100             7              0             0

未同定                   9      1       o      o
可支ナヤ                                         45              3               0              1

試料 lcm3中の殻数密度           18      32      0.O      o.o
× 104         × 103

完形殻保存率 (%)             708       -       _       _

第 1表 木太中村遺跡における珪藻分析結果
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Ⅱ.放射性炭素年代測定

1.は じめに

放射性炭素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取 り込まれた放射性炭素 (MC)

の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去における大

気中の 14c濃度は変動 しており、年代値の算出に影響を及ぼしていることから、年輪年代学などの成

果を利用した較正曲線により
MC年代から暦年代に較正する必要がある。

ここでは、本大中村遺跡で検出された砂層の堆積年代に関する資料を得る目的で、当該砂層中より出

土した木片を対象に加速器質量分析法による放射性炭素年代測定を行った。

2.試料と方法

測定試料は、砂層最下部で出土した木片 1点である。放射性炭素年代測定の手順は以下のとおりであ

る。

まず、試料に二次的に混入した有機物を取り除くために、以下の前処理を行った。

1)蒸留水中で細かく粉砕後、超音波および煮沸により洗浄

2)塩酸 (1.2N)に より炭酸塩を除去後、水酸化ナトリウム (lN)に より二次的に混入した有機酸を

除去

3)再び塩酸 (1.2N)で 洗浄後、アルカリによって中和

4)定温乾燥機内で 80℃ で乾燥

前処理後、試料中の炭素を燃焼して二酸化炭素に変え、これを真空ライン内で液体窒素、ドライアイス、

メタノール、 n― ペンタンを用いて精製し、高純度の二酸化炭素を回収した。こうして得られた二酸化

炭素を鉄触媒による水素還元法でグラフアイト粉末とし、アルミニウム製のターゲットホルダーに入れ

てプレス機で圧入しグラフアイトターゲットを作製した。これらのターゲットをNEC社製コンパクト

加速器質量分析計 (1.5SDH)の イオン源にセットして測定を行った。測定試料と方法を第2表にまと

めた。

試料名        地点        種類 前処理・調整 測定法

ヽ 1        砂層        木 材 酸―アルカリー酸洗浄 AMS

※AMS(Accderator Mass Spectrometry)は 加速器質量分析法

第 2表 試料 と方法

3.結果

年代測定の結果を第 3表に示す。

試料名     測定NQ     14c年 代      δ13c     補正 14c年代        暦年代 (西暦)

(PLD―)        (年 BP)          (%。 )          (年 BP)

No 1           7161           6060± 30         -2891 ±0.20         6058± 32        1 σ :cal BC 5010～ 4900(673%)

2σ :cal BC 5050-4840(954%)

第 3表 測定結果
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(1)MC年代測定値

試料の MC/PC比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。MCの半減期は国
際的慣例によりLibbyの 5568年 を使用した (実際の半減期は 5730年 )。

(2)δ 13c測定値

試料の測定 MC/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/2c)。 この値は標準物質 (PDB)
の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

(3)補正 MC年代値

δЮC測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。試料のδ13c値を -25(%。 )に標準化することによって得られる年代である。

(4)暦年代 Calendar Age
ИC年代測定値を実際の年代値 (暦年代)に近づけるには、過去の宇宙線強度の変動などによる大気

中 14c濃度の変動および HCの半減期の違いを較正する必要がある。暦年較正には、年代既知の樹木
年輪の 14cの詳細な測定値およびサンゴの U/Th(ウ ラン/ト リウム)年代とMC年代の比較により作
成された較正曲線を使用した。最新の較正曲線であるIntCa104で は BC24050年 までの換算が可能であ

る (樹木年輪データは BC10450年 まで)。

暦年代の交点とは、補正 ИC年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率 )
と2σ (95%確率)は、補正 ИC年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点や複数の lσ 。2σ値が表記される場合もある。暦年代範囲の後のカッコ内の百分率の

値は、その暦年代範囲の確からしさ (確率分布)を示し、10%未満については省略した。

4.所見

加速器質量分析法 (AMS)に よる放射性炭素年代測定の結果、木大中村遺跡で出土した木片は6058
±32年 BP(lσ の暦年代で BC5010～ 4900年)の年代値が得られた。

文献

Paula」 Reirner et al.,(2004)IntCa104 Terrestrial radiocarbon age calibration,26‐ O ka BP.Radiocarbon 46,1029-1058.

尾寄大真 (2005)INTCAL98か らIntC」 04へ  学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジアヽ 3-炭素年代測定による高精度編年
体系の構築―,p.1牛15

中村俊夫 (1999)放射性炭素法 考古学のための年代測定学入門 古今書院,p.1‐36.
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第 2節 砂層の粒度分析

後述の文京町二丁目西遺跡では、浜堤の存在が空中写真判読によって確認でき、その堆積物と考えら

れる砂層が検出された。木大中村遺跡でも、淘汰のよい砂層が検出された。しかし、本太中村遺跡の場

合は、どのような地形の堆積物であるのか地表面の観察からは判断することはできなかった。砂層の堆

積環境を推定するために、両遺跡の砂層の珪藻分析を行ったが、もともと砂層には珪藻の遺存が良くな

いこともあって、良好な結果が得られなかった。

このため砂の粒度分析を行った。試料は、Ⅲ区に設定したトレンチから採集した4点 と、Ⅱ区西壁か

ら採集した 2点 (第 11図参照)である。分析は、風乾させた試料を秤量 し、わんがけして粘土分を除

去してから再び風乾させ、4.75mm(-2φ )・ 2.00mm(-lφ )。 850μ (Oφ )。 425μ (lφ )。 250μ (2φ )。

106μ (3φ )。 75μ (4φ )の飾を用いて飾い分けをおこなった。それぞれの飾に残つた試料を秤量 し、

縦軸に累積頻度 (%)、 横軸に粒径 (φ )を とった累積曲線を作成し、中央値・分散度 。歪度を累積曲

線から読み取った値で求めた。

砂の粒度分析に関する論考によると、飾目の間隔をより細かくする必要が指摘されている。また、よ

り厳密に飾分けを行う必要性があつたことから、文京町二丁目西遺跡の 2試料と木大中村遺跡の 2試料

について、財団法人大阪市文化財協会の趙哲済氏のご指導により、 1/2間 隔の飾による飾分けも行つ

た。表 4,5と 図 44、 45が木大中村遺跡の分析結果である。

Friedman(1961、 1967)は 、世界中の海浜、河川、砂漠の砂を集め、その粒度特性を比較した結果、

平均値―淘汰度や平均値―歪み度の図で堆積環境がよく識別できることを示した。そして、砂丘砂は正

の歪み度をもち、海岸砂よりもやや細粒である。海岸砂は河川砂よりも一般に細粒で淘汰度がよく、海

岸砂は歪み度が負、河川砂は正であるといった特徴が指摘されている。しかし、上杉 (1972)に よると、

Friedmanの 区分線と日本島の各海岸の砂を用いた区分線とは明瞭な食い違いがあることが指摘されて

いるため、単純に歪み度などの指標値を F五edmanの図にあてはめて堆積環境を特定できるか疑間があ

る。また一個の試料から断定的に堆積環境を決めることは困難という指摘もある (公文 1998)。

粒度分析を行って堆積環境を推定するのは、堆積層に関する詳細な観察が必要で、試料の採集も厳密

に行われる必要がある (複数の層にまたがった試料の分析は、かえって混乱のもととなる)。 また、近

隣の現世の砂層の粒度組成との比較などからの総合によつて判断する必要があるため、今回は分析値の

みを報告することとし、堆積環境の推定は今後の課題としたい。

⊥ 25,3鋼 働

5Ocm

(1/20)

第 43図 試料採集位置図
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第 4表 飾目 1/2φ による粒度分析結果表 (単位はυ

第 5表 飾目4/4φ による粒度分析結果表 (単位はυ

fai ⅣFed Distribution3 Distribution4
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1層上 2層上

-32[
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-22[

0162775755

003998001
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4022274577 1645082254
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200471193 0.501077685

1375026772 0412652212

0.943813807 0.338964317

575 0.646819447 0278171803

6.25 0.368387235 0.03500175

fai A/1ed Ⅲ 区トレンチ Ⅱ区西壁

1層 上 1層下 2層上 2層下 No l NQ 2

1

527 089

1 25.39 19.82 29.74

3377 3970 4229 5162

1799 3324 18.28

07C

109C 639
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第5章 まとめ
1.S D 03出土遺物について

木大中村遺跡の主たる遺構は、溝状遺構 3条と井戸跡 1基である。遺構の数は多くないが、中世の溝

状遺構の出土遺物は、他地域からの搬入品が大多数を占め、遺跡の立地とあいまって瀬戸内海水上交通

による運輸が想定されるという点で重要な遺跡である。近年、同じような立地で、港湾施設に関連する

遺跡と考えられる報告例が続き、出土遺物の組成に関する検討がなされている。

木大中村遺跡のS D 03の 遺物の組成を次の手順で検討した。S D 03出 土遺物は細片のものが多く、

個体数を復元することは困難なため、椀・杯。小皿については底部の破片を基準に個体数を推定し、甕。

土釜 。土鍋については口縁部の破片を基準に個体数を推定した。計数は、S D 03出 土遺物に限定し、

文化行政課 (現在の生涯学習 。文化財課)に よる試掘による出土品は、混入遺物が含まれる可能性があ

るため除外した。計数は、推定の部分が多く、数値は概要である。

S D 03の 遺物組成は、総個体数306の うち土師質土器の小皿 12.4%、 杯 5.6%、 椀 2.3%、 甕 0.3%、

土鍋 3.3%、 土釜 0.3%、 吉備系土師質土器の椀 19.0%、 土鍋 1.0%、 黒色土器椀 0.3%、 須恵器椀 0.3%、

杯 (東播系)0.3%、 壺か甕 0.3%、 こね鉢 (東播系)2.0%、 瓦器の小皿 8.8%、 椀 32.4%、 土釜 (山城型)

2.0%、 甕 0.3%、 白磁椀 0.3%、 青磁の椀 (龍泉窯系)3.3%、 皿 (同安窯系)2.0%、 移動式竃 2.9%、 平

瓦 0.3%、 土錘0.3%の比率である。瓦器椀のうち楠葉型と和泉型の比は、口縁から底部まで残る破片で

比較すると1:16であるが、底部のみの破片も大半は和泉型の可能性が高く、この場合は 1:49と なる。

臨海部に位置し、他地域の搬入品の比率が高い遺構は、荷揚げの際に破損品や不良品を選別して廃棄

した可能性を想定できる例がある。S D 03に おける遺物の出土状況は、多くの拳大の石材とともに検

出されたこと、瓦器小皿のうちには完形のものが数点含まれていることから、上記の想定通りではない

可能性があるが、似たような状況を考えるべきである。

2.木大中村遺跡 (高松市教育委員会調査)と の関連について

今回調査区のI～ Ⅲ区の南、Ⅳ区の西に接して高松市教育委員会が調査を行った本大中村遺跡が所在

している。ここでは、近接する木大中村遺跡 (高松市教委)5工区を中心に両者の関連を見てみたい。
木大中村遺跡では、古代よりも新しい遺物包含層中に弥生土器片が多数含まれていた。 5工区におい

ても、当該期と考えられる掘立柱建物跡 3棟、数個体の完形品を含む多量の土器が出土した土坑 1基を

検出している。遺跡の範囲は不明であるものの、今回調査区のⅡ、Ⅲ区の南側で検出した砂からなる微

高地上にまで弥生集落が広がっており、削平を受けて微高地前縁に堆積したと考えるのが自然である。

今回調査区で検出した古代の溝状遺構と関連しそうな遺構は、5工区では認められない。

他地域から搬入された土器が多数出土したS D 03は 、座標北から東へ 12～ 19度振った方向に流れ

ていた。これは周辺の条里型地割とは方向 (座標北から約 9度東に振った方向)を異にしている。木

大中村遺跡 (高松市教委)5工区においても、同一時期と思われる幅 1、 深さ0.3mの溝状遺構 (SD
5009)が検出されているが、これも座標北から東へ約 12度振った方向で直線に流れている。埋土の状

況など細部まで共通しているわけではないが、両者は接続する可能性がある。条里型地割と検出された

関連遺構に関する様々な事例から見ると、条里型地割と関連する遺構と考えられる。
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第 46図 高松市教育委員会調査地との関係図 (座標は日本測地系)
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蔵文化財調査研究センター 1997

山本信夫「中世前期の貿易陶磁器」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会 真陽社 1995
横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について一形式分類と編年を中心として一」『九州歴史資料館研究論集 4』 1978
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木太小学校 児童の見学会 (1)

木太小学校 児童の見学会 (2)
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観 察 表

凡例

1.残存率は、遺物の図化部分に占める実物の割合を示しており、完形品に対するそれではない。
2.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土

色帖2001年版」を参照した。

3.胎土中の砂粒の「粗」は径 4mm以上、「中」は0.5mm以上、「細」は0.5mm以下を基準とした。
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SD03 遺物出土状況 (北から)

SD03 遺物出土状況 (南から)



図版 2

調査地より東北を望む

一
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
．

Ⅲ区東西 トレンチ 砂層および木質検出状況 (北から )



図版 3

I・ Ⅱ区 南壁断面 (北から )

IoⅡ 区 南壁断面 (SD01付近 x北東から )



図版 4

Ⅱ区 西壁断面 (南端 x東から )

Ⅱ区 西壁断面 (東から )



図版 5

Ⅱ区 西壁断面 (東から )

Ⅱ区 東壁断面 (南端 x西から )



図版 6

I・ Ⅱ区 掘削状況 (北から )

SD03 遺物出土状況 (北から ) SD03 遺物出土状況 (南から)(手前は SE01)



図版 7

米軍 1948年 1月撮影 (部分、上が北 )
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SD01 断面 (西から )

SD01 遺物検出状況 (東から )



掘削状況 (南西から )

掘削状況 (東北から )



図版 11

SD02 掘肖1状況 (東 Jヒから )

SD02 遺物出土状況 (東北から )



図版 12

遺物出土状況 (北から )

SD03 遺物出土状況 (2回目 x北から )



図版 13

SD03 掘肖1,犬況 (1ヒから )

SD03 凶け面(Jヒから)



図版 14

S巨01 掘肖」,犬況 (南 から )

東部掘削状況 (東 から )



図版 15

Ⅳ区 (東部 )掘 削状況 (南から )

Ⅳ区 (西部 )掘削状況 (北から )



図版 16

出土遺物



図版 17

出土遺物



出土遺物



図版 19

出土遺物



図版 20
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都市計画道路富士見町線他 1線道路改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

文京町二丁 目西遺跡



第 1章 調査の経緯

第 1節 調査 に至 る経緯

都市計画道路富士見町線は、坂出市街地を南北に走る道路で、川津町の国道 11号 との交差点から県

道 33号 までの区間である。

坂出市街地においては、坂出高校の校庭内にある製塩遺跡 (文京町二丁目遺跡)以外の遺跡の所在は

ほとんど知られていなかったが、都市計画道路富士見町線改築予定地が同遺跡に近接することから、予

定地内においても遺跡が所在する可能性が考えられた。このため香川県教育委員会文化行政課 (現在の

生涯学習・文化財課)は、用地買収と家屋の退去に合わせて試掘調査を実施し、遺跡の所在の確認を行っ

た。

最初の試掘調査は、平成 13年 7月 に行われた。3ヶ所の トレンチのうちの南の 1ケ 所から遺構・遺

物を検出した。ここでは地表下約 lmで 白色細砂層が現れ、その上面にL字状に配置された複数の石が
あり、周囲から土師器、須恵器、製塩土器、蛸壺が出土した。北側の 2ケ所のうちlヶ 所は建物基礎の

ため調査が不可能であったが、 lヶ所は分厚く堆積する砂層・シルト層に流入した自然木・植物遺体・

貝殻等が含まれている状況が確認された。その後、 8月 にもlヶ 所の試掘調査を追加し、遺構・遺物を

検出したトレンチより北側の トレンチでは遺跡が存在しないと判断された。

遺構・遺物を検出したトレンチの基盤は白色砂層であったが、製塩遺跡である文京町二丁目遺跡から

連続する浜堤の堆積物と考えられ、この前縁が、西の教専寺から香川大学附属坂出小学校の校庭に切ら

れる形で東の坂出高校に至る小道に当ると推定されたことから、遺跡の範囲が決定され、文京町二丁目

西遺跡と命名された。なお、 トレンチより南側については、今後の確認行為が必要と判断された。

/´く

遺跡位置図 (1)
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その後、平成 14、 15年度に文京町二丁目西遺跡から南へ国道 11号交差点に至る範囲の試掘調査が行

われ、遺跡の所在は確認されなかった。この範囲での基盤層は黄褐色系シルト～粘土で、文京町二丁目

西遺跡がのる浜堤の南限は確認されなかつた。これは用地交渉や退去の遅れなどのために、平成 13年

度に遺跡が発見された地筆の南傾1の約 900ぶについてはトレンチが入れられず、この部分に浜堤の南限

があると考えられた。

一ロ

添庸藩騨:
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第 2節 調査の経過

文化行政課による上記の確認行為を経て、平成 15年 7月 1日 から9月 30日 までの 3ケ 月間で、平成

13年 に確定していた範囲のうち530ボの本調査が財団法人香川県埋蔵文化財調査センターによつて実施

された。この調査の際には、試掘調査によつて遺構 。遺物が検出された地筆 (130ゴ )は、一般車両の

進入路を確保するなどの理由から次年度以降に見送られた。

その後、平成 19年 9月 1日 から10月 31日 までの 2ヶ 月間で、残 りの 130dの本調査と南佃1の予備

調査を実施した。この段階では、まだ 4筆のうちの中央部の 2筆の家屋が未退去の状況であつたが、南

倶1の地筆の トレンチで浜堤の南限が確認され、北側の地筆の トレンチでは浜堤の上部が削平されている

様子が確認され、浜堤上では遺構が残っておらず、北佃1へ傾斜する部分に包含層として遺存しているこ

とが確認された。このため、予備調査対象地の埋蔵文化財の保護措置は終了し、130ゴ の本調査を行っ

て現地を撤収した。

文京町二丁目西遺跡の整理作業は、平成 20年 9月 1日 から10月 31日 までの 2ヶ 月間で実施 した。

遺物の洗浄や注記作業については終了していたことから、遺物の接合
。図化・写真撮影と遺構図の トレー

ス、遺構写真の整理などを行い、本書にまとめた。出土遺物量は 28{κ入リコンテナ 44箱である。

第 3節 調査体制 ・整理体制

発掘調査及び整理作業の体制は、以下のとおりである。

平成 15年度

香川県教育委員会事務局文化行政課      財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括                    総 括

課  長   北原 和利          所  長    中村 仁

課長補佐   森岡 修           次  長    渡部 明夫

総務 。芸術文化グループ          総務係

主  任   香川 裕章         参  事    河野 浩征

主  査   須崎 陽子          副 主 幹    野保 昌弘

主任主事   八木 秀憲          係  長    多田 敏弘

文化財グループ              主  査    塩崎 かおり

副 主 幹   大山 真充          主  査    田中 千晶

主  任   片桐 孝浩         調査係

文化財専門員 佐藤 竜馬          主任文化財専門員 藤好 史郎

主任技師   松本 和彦          主任文化財専門員 西村 尋文

主任技師     細川 健一

調査技術員    飯間 俊之
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平成 19年度

香川県教育委員会事務局生涯学習課 。文化財課 香川県埋蔵文化財センター
課  長   鈴木 健司         総 括
総括 。生涯学習推進グループ

課長補佐   武井 壽紀

副 主 幹   古田 泉
主  任   林 照代

文化財グループ

課長補佐   藤好 史郎

文化財専門員 森 格也

文化財専門員 信里 芳紀

主  任   林 照代

文化財グループ

主幹 (兼 )課長補佐 藤好  史!自Б

主任文化財専門員 森 格也

文化財専門員 乗松 真也

所  長

次  長

総務課

課  長

主  任
主  任
主  任

資料普及課

課  長

文化財専門員

渡部 明夫

廣瀬 常雄

野口 孝一

宮田 久美子
山島田 不日司

古市 和子

廣瀬 常雄 (兼務)
木下 晴一

山元 素子

高嶋 勝英

木野戸 直

大山 真充

廣瀬 常雄

廣瀬 常雄 (兼務 )

宮田 久美子

嶋田 禾日司

古市 和子

西岡 達哉

木下 晴一

智美・朝田 加奈子・廣瀬

所  長

次  長

総務課

課  長

主  任

主  任

主  任

調査課

課  長

文化財専門員

文化財専門員

嘱託 (土木)

嘱託 (調査技術員)

平成 20年度

香川県教育委員会事務局生涯学習課 。文化財課 香川県埋蔵文化財センター

課  長   春山 浩康         総 括
総括・生涯学習推進グループ

課長補佐   武井 壽紀

副主幹 香西 としみ

なお、整理作業に携わった方は、以下のとおりである。

嘱託整理作業員 山地 真理子・市川 孝子・加藤 恵子・柴垣 杏子
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第 2章 立地 と環境

第 1節 地理的環境

概況

第二次世界大戦直後に撮影されたアメリカ空軍の空中写真によつて、遺跡付近の地理的環境を解説す

る。

空中写真では、角山北麓と笠山西麓を結ぶ線を境に、南側は明るい色調で写り、北側はやや暗く、市

街地北側の瀬戸内海に面する所は暗く写つている。この差は、地表の乾湿と関係し、明るい所は相対的

に乾いており、暗い所は湿つていることを表し、土地の成り立ちが異なっていることを示している。明

るく写つている所には、真北方向の条里型地割が広がるが、その北側には認められない。条里型地割が

施工された時には、北側は可耕地ではなかったと考えられる。

明るく写る所とやや暗い所の境界付近は、地表直下に淘汰の良い砂層が現れるためか、地元ではか
つ

ての砂浜と伝えている。ここは、台風等の暴風によつて浅い海底の砂が吹き上げられて堆積 した浜堤と

呼ばれる微高地と考えられる。不明瞭であるが、現地表上では微かな盛 り上がりが認められ、角山北東

麓に家屋が集中する所が見られるように、居住適地である。文京町二丁目西遺跡は、この浜堤に立地し

ている。

坂出市街地には、海側にもう 1列の浜堤がある。市街地の街路に南に凸の弓状に延びるものが 2条あ

る。この付近は家屋が密集しており現地を歩かないとわかりにくいが、陸側から緩やかに盛 り上がり海

側で急な傾斜をもつ断面形を呈する。急な傾斜部分は比高 lmほ ど段差となっている。

海側の浜堤より北倶1の色調が暗く写る範囲は、高松藩の御普請奉行である久米通賢によつて 1830年

前後に造成された塩田と畑地が広がっている。

地下地質

川村教一氏によるボーリング・コア試料や掘

削工事現場の露頭での観察
。分析によつて、当

該地付近の上部更新統以後の層序と堆積環境の

検討がなされている。図 4は、図 5の Y一 Y´  5
から作成された地質断面図である。文京町二丁  言
目西遺跡の立地する浜堤は、坂出上部層が地表

下に潜り込んでいくところに所在する。

坂出上部層は、-20～ -3mに 普遍的に見出

され、連続性が良い。岩相は粘土もしくはシル

トを主体とし、しばしば腐食質という。層厚は

1～ 8mで、当該地付近では最上部に比較的厚

い砂礫層がある。また、層中にAT火山灰層が

存在している。高屋町砂部層は、シル ト層、粘

土層を挟在する暗灰～灰色の砂層で、 JR坂出

駅の地下駐車場建設現場の露頭では、本層最上

Tas

Tam

uSa

mSa

o         2km

□ A□ C ttD□ E
□ F ttG□ H□ J

o K  V  L

A:埋土  C:高屋町砂部層(Tas)D:高 屋町泥部層(Tam)

E:坂出層上部層(usa)F:坂 出層中部層(msa)G:坂 出層下部層 (ISa)

H:本町層(Hon)(Ml)J:花 商岩(Gr)K:貝殻 L火山灰

第 4図 地質断面図
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部に多量の海生貝類化石が密集していた。これはイボキサゴーウミニナ属―ハマグリ群集で、生虐、深度

は内湾の潮間帯下部、古水深として0～数m程度が想定され、貝化石の補正放射性炭素年代は5940±

90cal yrs BPが得られている。

以上のことから、文京町二丁目西遺跡付近の地形発達史を概観する。当遺跡が立地する浜堤以南では、

陸成層である坂出上部層が広がり、当遺跡発見の契機となった都市計画道路富士見町線の試掘調査でも

当遺跡以南では海成層が認められないことから、浜堤前縁が縄文海進時の海岸線に相当する可能性があ

る。これは、」R坂出駅の地下駐車場の貝化石の生虐、深度や年代とも整合する。縄文海進以後の陸化の

進行は、流入河川がないこともあって遅かつたようで、後述する製塩遺跡である文京町二丁目遺跡や当

遺跡の調査成果から、古代にも浅海が広がっていたと考えられる。なお、海側の浜堤がいつ頃形成され

たのかは不明である。

第 2節 歴史的環境

文京町二丁目西遺跡周辺には、内容の知られる遺跡は多くない。遺跡の東約 250mの所に所在する文

京町二丁目遺跡では、被熱した砂層と製塩土器が多数出土している。図6は、文京町二丁目遺跡から出

土した遺物実測図である。当遺跡からは282入 リコンテナ 1箱の土器片が出土している。大半は製塩

土器であるが、底部の形状がわかるものは無い。第6図では図化可能な破片の約 2割を図化している。

製塩土器は、いずれも細片で歪んでいるものが多い。これらは口縁部に矢羽根状や菱形の格子状の夕

タキをもつものともたないものがあり、日径は10～ 1lcmに復原でき、器厚は3～ 5 mm程度を測る。こ

れらの様相は、備讃瀬戸の櫃石島に所在する大浦浜遺跡での編年のⅣ類 (7世紀第 2四半期)に相当す

る。なお、 aの土師器皿は後出のものであるが、製塩土器が大浦浜Ⅳ類に限定されるのか他の型式のも

のが含まれているのかは、細片のため良くわからず、出土状況も不明確なため、7世紀中頃を中心とす

る製塩遺跡と捉えておく。また、kは、山口県の美濃ヶ浜式土器等に見られる台脚の可能性がある。

この他、西側の角山 (184m)斜面から青銅製三翼鏃が採集されている他、横穴式石室をもつ潮見場

(汐見場)古墳が所在している。また、西北西 1.lkmに は、聖通寺山と角山の間の丘陵上に全長 80mの

前方後円墳の田尾茶臼山古墳が所在している。

ヽ
          L

可

■
g

―
顔

第 6図
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文京町二丁目西遺跡の南一帯には、真北方向の条里型地割が 50町程度の広さで認められる。ここは

丸亀平野に広範囲に見られる条里型地割とは方向を異にしている。

(参考文献)

川村教一「香川県坂出平野における上部更新統および完新統の層序と堆積環境」<第四紀研究>第 41巻第 2号 2002年
川村教一「坂出市京町から産した完新世貝化石群集-14C年代と古環境解析―」『香川県教育研究会 理化 。生地部会会誌』第 36
号  2000年

香川県教育委員会・本州四国連絡橋公団『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告V 大浦浜遺跡』1988年
川畑迪・渡部明夫「坂出市角山東麓採集の三翼鏃」『香川県埋蔵文化財センター研究紀要 I』 2005年

第 3章 調査の成果

第1節 調査区と調査順序
調査対象地の着手時の様相は、すべて宅地跡地であった。高松法務局丸亀支局が保管する旧土地台帳

によると、南端の トレンチ 2は、昭和 4年に田から宅地に地目変更されている。その他の調査区も、昭

和初期に宅地に地目変更され、以後分筆が行われている。このことから、調査区に見られる水田耕作土

より上層から掘 り込まれた遺構は、昭和初期以降のものと考えることができる。

平成 15年度調査では、530ぷの調査地を I～ Ⅲ区に分割して調査を行つた。

I区では、旧水田耕作土層の直下で遺構検出を行い、北半は撹乱されていたが、柱穴跡・土坑・溝状

遺構等を検出した。これらの遺構は昭和初期以降のものと考えられる。次に 15層上面で遺構検出を行

なったが、遺構は確認されなかった。次に調査区中央を南北にトレンチ掘削し、無遺物であることを確

認して調査を終了した。

Ⅱ区でも、旧水田耕作土層の直下で遺構検出を行い、井戸跡 2・ 土坑 。柱穴跡を検出した。これらも

昭和初期以降のものと考えられる。次に 21層の上面で遺構検出を行ったが、生痕化石と考えられる小

穴多数を認めた以外、遺構は検出されなかった。次に 14層上面で遺構検出を行い、トレンチ調査によっ

て遺物包含の有無を確認して調査を終了した。

Ⅲ区は、面積が狭小であることから工事立会形式で調査を行った。遺構 。遺物は検出されなかった。

平成 19年度調査では、130」の本調査対象地をⅣ区 (調査時呼称は I区 )、 935ぶの予備調査対象地の

うち北側の地筆をトレンチ 1(調査時呼称はⅡ区)、 南側地筆をトレンチ 2(調査時呼称はⅢ区)と し、

トレンチ 1、 トレンチ 2、 Ⅳ区の順番で調査を行った。
トレンチ 1では、造成土、旧水田耕作土層の直下に浜堤堆積物である砂層を検出した。遺構・遺物は

検出されなかった。砂層は、Ⅳ区では上面が土壌化していること、 トレンチ 2の検出高より約 0.5m低
いことから、削平を受けていると判断できた。その後、遺物・有機物の有無を確認するために、砂層を 0.9

m掘 り下げたが、無遺物であったため自然科学的な分析を行うための試料を採集して掘削を中止した。

トレンチ 2では浜堤の南限を確認したが、遺構。遺物は確認されなかった。 トレンチ 1,2の結果から、
予備調査対象地には遺跡が広がらないことが確認されたため、 トレンチ調査のみで調査を終了した。
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Ⅳ区は、西に国道 438号が走 り、東

は一般車両の出入 りを確保する等の必

要があるため、実掘 67ぶの調査となっ

た。南半は トレンチ 1と 同 じ様相で

あったが、北半部で奈良時代の遺物包

含層を検出した。包含層は、砂層が海

側に落ち込んでいく所に堆積 したもの

である。

第 2節 土層

予備調査 トレンチ

トレンチ 1(南北 13m、 東西 3.5m)

(第 8図 )

地表面の標高は T,P.2.3mである。上

から花商土層、 3層程度に細分される

造成土層、水田耕作土層、砂層の順に

堆積する。水田耕作土層は、昭和初め

に宅地に地目変更される以前のものと

考えられる。また、砂層は浜堤堆積物

と考えられる。上部は細～中砂を主体

とし、下方に向かい粗砂、小礫が目立

つようになる。まれに大礫が混 じる。

ラミナの方向は海側に傾斜 している。

貝殻片等は認められない。砂層上面で

は遺構 。遺物は検出されなかった。な

お、砂層をT.P,0.6mま で掘削したが、

砂層中にも遺物は認められなかったた

め調査を終了した。検土杖によりさら

に lm以上砂層が堆積することを確認

している。

砂層上面の標高は 1.5mで あるが、

トレンチ 2の砂層上面の標高は 2.Om

であり、後述するように地表面は土壌

化 していたと考えられ、一般的な浜堤

の断面形から考えて、上面は削平を受

けていると考えられる。なお、砂層の

堆積環境を推定する目的で珪藻分析を

実施したが、珪藻は検出されなかった。

第 7図 調査区割図 (国土座標は日本測地系)

予備調査対象地
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粗粒堆積物であることから保存の状態が不良なことが理由と考えられる。

トレンチ 2(南北 5m、 東西 6.5m)(第 8図 )

トレンチ 1か ら南へ 31m離れたところに位置する。地表面は T.P.2.6m、 上から建築廃材や花商土層、

撹乱された層を経て、 トレンチ南側では灰白色粘土混じリシル ト質土層が現れる。この層は、以南の試
掘 トレンチで報告されている「黄褐色系シルト～粘土の基盤層」に相当する。灰白色粘土混じリシル ト

質土層は、海側に向かって下方に傾斜しており、その上面に砂層が堆積 している。砂層は細砂～小礫か

らなり、淘汰はよくない。トレンチ 1の砂層の下方の様相に近似している。ここが浜堤の南限に当たる。

なお、遺構 。遺物は検出されなかった。

Ⅳ区 (第 9図 )

平成 13年度の試掘調査により、遺跡の存在が判明していたところで、調査区の大きさは南北 7m、

東西 9.5mである。地表面の標高は T.P.2.3mで、上から花商土層、造成土層、水田耕作土層、砂層の

順に堆積する。砂層はトレンチ 1か ら連続するもので、調査区北部で緩やかに下がり、その上にオリー

ブ褐色砂が堆積する。オリーブ褐色砂層は、細 。中砂を主体とするもので、奈良時代を中心とする遺物

を包含している。オリーブ褐色砂層の下の砂層は土壌化しており、黒褐色を呈している。土壌化する部

分は海側に緩やかに下がっていることから、本来の浜堤部分の地表面は、土壌化 (ク ロスナ化)してお

り、以南においては削平を受けているものと考えられる。

なお、クロスナの花粉と珪藻分析を実施しており、近隣にニヨウマツ林が分布する植生が復原されて

いる。ニヨウマツは、浜堤上の海岸林を形成するクロマツの可能性が指摘されている。

I・ Ⅱ区 (第 10、 11図 )

平成 15年度の調査区である。 I・ Ⅱ区は巨視的には浜堤前面の湿地性堆積物からなり、海側に向かっ

て層厚が厚 くなる傾向がある。堆積層は砂を主体とするもので、中には有機物を多く包含する層がある。

このうち 18層の上面には、直径数cmの生痕化石と思われる斑文が見られた他、19層の珪藻分析 (第 4

章参照)では、千潟の潮間帯の環境が推定される成果を得ている。また、遺物が出土した最も下層は

28層であるが、この層中の木材の放射性炭素年代測定を行った結果、2700± 40BP(補正)を得ている。

なお、 I区 とⅣ区は2m離れるだけであるが、奈良時代を中心とする遺物包含層や浜堤堆積物である砂
層との層位関係は、よくわからない。

I・ Ⅱ区の堆積層には、摩滅した土器小片が包含されている。

|― Ⅱ区

―

|――― I区
-1

f-Mtr-t-t v>r 1-1 トレンチ2

1-

―

浜堤前縁包含層
D       10m

(1/500)

第 8図 堆積状況模式図

―́――tイを堤上面(推定)
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1 淡黒色土 旧耕作土
3 灰色砂質土 床土層に相当
4 掲色砂
5 淡責灰色砂
7 灰白色砂
12 淡灰茶褐色砂
13 淡灰掲色砂 (Mn点 多 )
14 淡灰色砂
16 淡灰責褐色砂 (灰 色・掲色・黄掲色砂の混合、 17層 に類似 )
17 淡灰黒色砂 (淡灰色・暗灰色砂の混合、有機物合、 10層 に類似 )
18 黒色土・掲色砂・淡灰色砂等のプロック層 {有機物多 )
19 暗青灰色シル ト(淡灰掲色砂・黒色粘土等 プロックを合、粗砂多、有機物多 )
20 暗青灰色砂 (19層 と色調同 じ、組砂多、 シル ト質が強い )
21 淡灰黒色砂 (黒色土と灰色砂の混合、灰色砂が主、黒色土は有機層、9層に類似 )

暉

22 暗茶掲色砂
23 黒灰色砂 (9層 に類似 )
24 暗黄灰色砂 (暗灰掲・黄灰色砂の混合、有機物 を含 )
25 淡灰青黒色砂 (21層 に類似 )
26 淡灰青掲色砂
27 青灰色砂
28淡 青灰色砂 (比較的硬質―シマッテいる― トレンチの最下面にあたる )
29淡 青灰色粘土
30 淡灰青色 シル ト(粘性強 )
31 淡灰色細砂 (若干シル ト質 )
e 灰色粘土・灰掲色砂プロック層 (SE01埋 土 )
g 茶掲色粗砂
h 茶掲色祖砂

第 12図  Ⅱ区 東西壁 断面図
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第 3節 遺物

Ⅳ区浜堤前縁部の包含層

第 13～ 18図 は、浜堤前縁部の包含層から出土した遺物実測図である。弥生土器片が微量含まれるが、

大半は古代の土器である。浜堤前縁部の包含層は、Ⅳ区北半において浜堤の砂層の上面に堆積する。調

査区北端では層厚 10cmである。平成 13年度の試掘調査の際には、石材が並べられていると観察された

が、本調査の結果、人為的な配置は認められないと判断した。遺物の出土状況には粗密があり、飯蛸壺

の破片が集中する所も見られたが、原位置を動いて砂の中に埋もれている状況である。なお、包含層中

に含まれる石材は、表面に約 2 mmの小穴が多数空いた径約 25cm、 厚さ約 4 cmの大きさの安山岩が主体で、

風化したサヌカイト、砂岩、花同岩等からなる。石材に被熱の痕跡や付着物は認められなかった。

第 13図 1は、弥生土器広口壺の口縁部の破片で、日縁端部内面に列点文が認められる。 2は、弥生

土器の壺か甕の底部である。 1,2と もに摩滅している。

3は、土師器の杯蓋の破片である。つまみは扁平で、上面中央がわずかに突出している。 4～ 9は、

土師器の杯か皿の破片で、口縁端面が内側に丸く肥厚するものと口縁部上半で大きく外反するものがあ

る。 9は内面に斜め方向の暗文が認められる。10～ 14は、土師器の鉢である。11は 口縁端部を一部折

り曲げて注ぎ口をつくっているが、12と 同一個体の可能性が高い。12は体部が内湾して立ち上がり、日

縁は強いナデにより直立気味となり、日縁端部は丸 く収めている。11、 12に は内外面に赤色顔料が付

着している。14は小片であるが、鉢と考えた。外面に縦方向のハケが見られ、日縁部端面は内傾 して

いる。15～ 23は土師器の高杯である。15～ 18は柱状部の破片で、柱状部は円筒形ではなく下方に向かっ

て広がる形状で、ヘラ状工具で下方から上方に面取りしている。15～ 17は 11面、18は 12面 に面取 り

している。19、 20は脚部片である。19は 9面に面取 りし、脚裾を大きく湾曲させ端部は内側に丸めて

いる。裾部内面にはハケが見られる。20は 10面 に面取りし、端部は内側に肥厚させている。内面に粘

土紐の接合痕が明瞭に残っている。21～ 23は脚裾部の破片である。21と 23は端部を下方に摘み出し

ている。24は三角形の二辺を折り曲げて屈曲させた把手である。

第 14図 25～ 38は土師器甕である。25～ 28は、体部最大径が体部中位付近にあると推定され、い

ずれも口縁部を「く」の字状に屈曲させ、日縁端部を上方に摘み上げ、外傾する端面を形成している。

体部外面は縦方向のハケ、日縁部内面 (25は体部上半も)に横方向のハケを施している。29、 30、 32は、

日縁部の屈曲部付近が最大径と推定される。調整は 25～ 28と 同じである。37は厚手のつくりで、体

部から明瞭な稜をもたずに外上方に屈曲する日縁で、端部は丸く収めている。38は、小破片のため全

形を想定し難いが、甕と考えられる。日縁端部は外面を肥厚させているが、体部からそのまま立ち上が

り終わっている。39は土師器鍋、40、 41は移動式竃である。

第 15図 42は、須恵器杯蓋で、日縁端部は段を持たず、下方に短く屈曲する形態である。天丼部に回

転ヘラ削りが認められる。43～ 45は須恵器杯で、口縁端部を尖 り気味にしている。44は胎土中に 2 mm

以下の砂粒を多く含み、底部と口縁部の境界は明瞭な稜をもたない。径高指数は43が 32、 44が 30である。

46は杯よりも深い形態であることから椀と考える。径高指数は 37である。47、 48は高台を付す須恵

器杯である。47の高台は外側に踏ん張り、端面は平坦である。48の端面は外側が上がっている。49は

須恵器椀で、高台端面は内側が上がる形態である。径高指数は 42である。51～ 54は須恵器皿である。

51、 52、 54の口縁端部は丸く収めているが、53は外面を丸く肥厚させている。また、53は厚い底部を
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第 13図  Ⅳ区 浜堤前縁部 包含層出土遺物
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ゆ琥毀 4

0          10cm

土器 (1/4)

(1)

18

もつ。51の径高指数は 16、 52は小片のため復原径については正確さを欠く。55は須恵器高杯の脚部、

56は須恵器平瓶の口縁部と考えられる。外上方に開く口縁の端面はほぼ水平に仕上げている。

第 16～ 18図は、飯蛸壺である。飯蛸壺については、吊り手部上面の形状・ヘラ記号・穿孔の方向が

明瞭にわかるかどうか 。色調・胎土などの視点から分類を試み、主として吊り手部上面の形状を中心に

以下のV類に分類した。

I類 (57～ 59)

吊り手部上面に棒状工具で窪みをつくっている。上から見た吊り手部の形状は隅丸方形になる。体部

内面の最上部は窪まない。穿孔の方向は明瞭で、色調は灰白色を呈する。
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第 15図  Ⅳ区 浜堤前縁部 包含層出土遺物 (3)

Ⅱ類 (60～ 64)

吊り手部上面に指オサエで窪みをつくっている。上から見た吊り手部の形状は隅丸方形になる。体部

内面の最上部は窪まないものが多い。 5例中4例に孔の下側に縦方向に入れるヘラ記号がある。穿孔の

方向は明瞭なものが多い。色調 。胎土に共通性は認められない。

Ⅲ類 (65～ 71)

吊り手部上面に指オサエで平坦面をつくる。上から見た平坦面の形状は隅丸長方形である。体部内面

の最上部は明瞭に窪むものが多い。 7例中4例にヘラ記号があり、いずれも孔面の孔の下部に横方向に

入れられる。穿孔の方向は明瞭なものと不明瞭のものがある。色調
。胎土に共通性は認められない。

Ⅳ類 (72～ 84)

吊り手部上面に指オサエにより平坦面をつくる。上から見た平坦面の形状は円形である。体部内面の

最上部の窪みは、楕円形を呈する明瞭のものと不明瞭のものがある。ヘラ記号は破損のため観察できな

い 2例 を除く、11例すべてに吊り手部の一側面に縦方向のヘラ記号がある。穿孔の方向は明瞭で、開

け始めた面の方が押圧によつて窪んでいる。色調はすべて灰白色を呈し、砂粒の含有は少ない。Ⅳ類は、

共通する要素が非常に多く、同時に焼成されたものである可能性が高い。

V類 (85～ 94)

吊り手部上面が球面となり平坦面をもたない。体部内面最上部の窪みは体部と一体となった小さな窪

みである。ヘラ記号は、孔面の孔の下部に横方向に入れるものが 3例、縦方向に入れるものが 1例であ

る。穿孔の方向はすべて不明瞭である。色調は、灰黄色のものが 10例 中 7例 を占め、胎土中に赤色粒

を含むものが大多数を占める。また、半数は5mm以上の砂粒を含んでいる。

第 18図 95～ 102は、吊り手部上面が観察できないため、分類 しなかったものである。しかし、95、

96はⅣ類に入る可能性が高い。
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以上 I～ V類の系譜はよくわからないが、出土状況から同時期の所産と考えられる。飯蛸壺が多数検

出されたのが生産地の近辺であれば、同一の類型のものが集中すると想定されることから、実際に使用

された場所であったことを示すものと考えられる。

以上の遺物の年代は、平城宮跡出土の土器との比較から、概ね 8世紀前半期代のものと考えられる。

第 19図 103～ 106は、Ⅳ区の撹乱層から出土した遺物のうち、中世以前のものを図化 したものであ

る。103は須恵器杯である。先述の包含層から出土した杯に比べると、日縁の外傾度が大きく、後出の

ものと思われる。径高指数は25である。104は飯蛸壺である。吊り手部上面を棒状工具で窪ませており、

先の分類の I類に当る。105、 106は 中世の土師質土器足釜の脚部である。

遺物包含量も少なく、憶測の域を出ないが、これらの遺物は、後の時代においても浜堤上での土地利

用が積極的に行われていたことを暗示するものと捉えたい。

0            10cm

土器 (1/4)

58

I類

凰

61

Ⅲ類

ミ
69

第 16図  Ⅳ区

70

浜堤前縁部 包含層出土遺物 (4)
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第 18図  Ⅳ区 浜堤前縁部 包含層出土遺物 (6)
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第 19図  Ⅳ区 その他の遺物

2.I、 Ⅱ区の出土遺物

I、 Ⅱ区は、浜堤前面の湿地堆積物中に遺物が包含されている。遺物は細片で、摩滅したものが多い

のが特徴である。

第 20～ 23図は、 I、 Ⅱ区から出土した遺物実測図である。 I区、Ⅱ区の順にそれぞれ堆積年代の新

しいものから掲載する。

I区は、盛んに土地利用がなされた浜堤に近い位置であることから、Ⅱ区よりも遺物の包含量が多い

ことが想定されるが、事実は逆で少量の遺物しか採集されていない。

第 20図 107、 108は 6層から出土したものである。107は飯蛸壺の吊り手部の破片である。吊り手部

上面を棒状工具で窪ませており、先の分類の I類に当たる。108は形状から考えて移動式竃の焚き田部

の破片と考えたが、積極的な根拠はない。内外面に横ハケが施されている。この他、 6層からは器種を

特定できない土師質の土器細片や陶器片が出土している。

109は弥生土器の壺か甕の底部で、 9。 10層から出土した。摩滅している。この他、 9。 10層 から

は弥生時代前期の可能性がある砂粒を多く含む破片が出土している。

110は 21層から出土 した飯蛸壺の吊り手部の破片である。吊り手部上面を棒状工具で窪ませている

が、上から見た平面形は円形で、穿孔の方向も不明瞭である。先の I～ V類の分類にはあてはまらない。

なお、21層で採集されたのは 110の 1点のみである。
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第 21図 111～ 128は、Ⅱ区の5層から出土した遺物実測図である。

111は底部を回転ヘラ切りした土師質土器小皿の破片、112～ 114は土師質土器杯・小皿の破片である。

115、 116は須恵器の杯・皿の底部で、115は外側に踏ん張り、水平な端面をもつ高台を貼り付けている。

117は須恵器高杯の脚端部の破片である。端部は明瞭な段を形成せず、上方に摘み出すのみで形成して

いる。118～ 120は土師器甕の口縁部で、口縁は外上方に屈曲し、端部は上方に摘み出している。118、

119は 口縁部内面に横ハケ、体部外面に縦ハケが見られる。121は土師質の真蛸壺の口縁部と考えられる。

日縁部は強いナデにより、わずかに外反している。122は土師器の牛角状の把手部分である。摩滅して

いる。123は土師質土器土釜の鍔部小片である。水平方向に突き出した鍔を斜め上方に屈曲させ、先端

は尖り気味におわつている。124は土師質土器土鍋の口縁部片であるが、摩滅している。125は飯蛸壺

の吊り手部で、上面に棒状工具で窪みをつくり、穿孔の方向は不明瞭である。先の分類の I類に相当する。

126は製塩土器の脚台部の破片で、被熱により傷んでいる。127は丸瓦である。焼成は土師質で、凹面

は布日、凸面は板ナデである。128は平瓦で、須恵質で凹面は布日、凸面は縄目である。

5層からは約 60点の土器片が出土したが、大半が古代と中世に所属すると思われる。

第 21図 129～ 131は Ⅱ区の 12層から出土した遺物である。129は須恵器杯身で、立ち上がり端部も

受け部先端も丸く収めている。130は土師質土器足釜の脚部である。131はサヌカイト製の凹基式の石

鏃である。この他 27層からは須恵器・土師質土器の細片 60点余りが出土している。中世に所属すると

考えられるものが多い。

第 21図 132～ 136は Ⅱ区の 13層から出土した遺物である。132は土師質土器杯、133は須恵器杯の

破片である。134は逆「ハ」字形に開く口縁をもつ須恵器壺である。135は平瓦で、焼成は土師質で、

凹面布日、凸面縄目である。136は、丸瓦の玉縁部と考えられ、焼成は須恵質、凹面布日、凸面は板ナ

デである。

この他の 13層出土遺物も、染付け 1点が混入していたが、古代から中世の遺物片からなると思われる。

第21図 137～ 149、 第 22図 150～ 152は、Ⅱ区14層 出土の遺物実測図である。

137は、「く」の字状に屈曲する日縁をもつ弥生土器甕の破片であが、摩滅する。138、 139は土師器

高杯で、柱状部をヘラ状工具で面取 りする。140～ 142は緑

釉陶器椀で、140は軟陶で、日縁端部をわずかに外反させて

いる。141は硬陶であるが、釉は剥落しており、高台は貼 り

付けられたもので、見込み部に一条の沈線を巡らせている。

142は軟陶で、全面に釉がかかり、高台を削り出している (円

盤状高台)。 上記の特徴から、140、 142は畿内産で、 9世紀

前半期のものと考えられる (高橋照彦氏分類による)。 141

は少し後出のものと思われる。

143は土師質土器小皿、144は土師質土器椀であるが、い

ずれも摩滅する。中世のものである。

145は須恵器椀、146～ 148は須恵器杯である。147、 148

は高台を付すもので、外端部が上がっている。149は須恵器

の壺か甕の底部である。

土器 (1/4)

第 20図  I区 出土遺物
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5cm

第 22図  Ⅱ区 出土遺物 (2)

第 22図 150は土師質土器土釜で、日縁は外上方に屈曲し、端部はわずかに上方に摘み上げている。

鍔部は水平方向に突き出し、上方に摘み上げている。151は土師質土器土鍋、152は移動式竃の焚き口

部上部の破片である。

14層からは、この他に約 120点の図化不能の細片が出土しているが、概ね古代から中世に所属する

と考えられるものである。

第 22図 153～ 156は、17、 18層 出土の遺物実測図である。153は鉄鉢状の土師器鉢である。154は

端面が水平の高台を付 した須恵器杯である。155は土師質土器土釜で、日縁部は内傾し、短い鍔が付 く。

156は飯蛸壺で、先述の I類に当たる。

17、 18層からは、図化していないが、中世の土師質土器の小皿か杯、椀の、瓦質土器等が出土しており、

古代から中世の遺物が含まれている。

第 22図 157～ 159は、19層 出土の遺物である。157は土師質土器杯の底部、158は高台を付す須恵
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器の杯か皿、159は土師質土器土釜の鍔部の破片であ

る。19層 には、この他にも少量の遺物細片が出土 し

ているが、古代から中世の遺物と考えられる。

第 22図 160は、21層から出土 した縄文土器片で、

3条の平行する細い沈線を曲線状に施している。図の

天地は推定である。21層からの出土遺物は 160の 1

点のみである。

第 22図 161、 162は 20、 27層 から出土したもので、

161は縄文土器浅鉢の口縁と思われる。内湾気味に立

ち上がり、端部は内側にやや尖 り気味に終っている。

摩滅するが、外面に RLの縄文の痕跡が認められる。

162は弥生土器の壺か甕の底部で、円盤状をなす平底の底部をもつ。この他 20、 27層からは数片の土

器片が出土している。これらの胎土は砂粒を多く含むものであるが、帰属を特定することは困難である。

第 22図 163～ 168は、28層 から出土 した遺物である。163は縄文土器深鉢で、外湾する国縁の内側

に 1条の沈線を巡らせている。外面は肥厚させ RLの縄文を施している。164は、沈線で区画し、一方
に RLの縄文を施した破片である (図の天地推定 )。 165は、太い沈線を直角に近い角度に屈曲させた

破片である (図の天地推定)。 166、 167は、やや上げ底状を呈する平底の底部で、166の外面に太い沈

線があるが、文様か否かわからない。168は ナイフ形石器である。

第 23図 169～ 171は、Ⅱ区の 14層 から出土 した木製品である。169、 170は斎串で、下端は剣先状

を呈 しているが、上端と側縁部は欠損している。171は芯持ち材に2ヶ 所の今Jり 込みと今Jり 込みの反対

側に平坦面を整形したもので、用途は不明である。

以上が、 IoⅡ 区出土の遺物の概要である。出土量が少ないため正確ではないが、19層 までは中世
の遺物を含むことから、中世以降の堆積層と考えられる。また、縄文時代後期の土器片を包含する28

層については、より新しい時代の遺物の包合は無いが、出土遺物量が稀少であることから、積極的に縄

文時代後期の層と認定するには躊躇する。なお、29層以下には遺物が包含されず、29層以下が地山で

Ⅳ区の浜堤砂層に連続するものと考えられる。

∩
制
―‐‐
ｌ
υ

170

~169

O 10cm

-

木器 (1/4)

第 23図  Ⅱ区

凸
出土遺物

171

(3)

―‐］
可
||

_89_



第4章 自然科学分析

自然科学分析は、平成 15年度と20年度の 2回 に分けて行なわれた。本章は分析を行なった株式会社

古環境研究所の報告を編集したものである。

第 1節 放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名   遺構 。資料名    種類 前処理 。調整 測定法

ヽ l   Ⅱ区 m28層     木材    酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整    _AMS

※ 1)AMSは 加速器質量分析法 :Accebrator Mass Spectrometry

2.測定結果

試料名  測定ヽ    14c年 代   δ13c  補正 14c年代   暦年代 (西暦)

(Beta― )    (年 BP)     (%o)     (年 BP)

No l     188277     2740± 60      -27      2700± 40    交′点 :cal BC 830

lσ :cal BC 905-810

2 σ :cal BC 975～ 790

1)14c年 代測定値

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。 14cの半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)δ (デルタ)13c測 定値

試料の測定 14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質

(PDB)の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正 14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦 )。

calは calibradonし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
14cの詳細な測定値、

およびサンゴの U―Th年代と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約 19,000年 BPま での換算が可能となつている。ただし、10,000年 BP以前のデータはまだ不完

全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正 14c年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ (シ グマ )

(68%確率)と 2σ (95%確率)は、補正 14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示

す。したがつて、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ
。2σ値が表記される場合もある。
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第 2節 花粉分析

1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生 。環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉など

の植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存

していない場合もある。

2.試料

試料は、 I区西壁のヽ 9層 (暗灰色砂質土,試料 1)、 Ⅱ区北壁のヽ 18層 (灰褐色砂質土,試料 2)
とNo.19層 ((青)暗灰褐色土 (砂混),試料 3)(その 1)、 Ⅳ区東壁 7層 (奈良包含層)から採取され
た 1点である (その 2)。

3.方法

花粉の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)試料から l cm 3を 採量

2)0.5%リ ン酸三ナ トリウム (12水 )溶液を加え 15分間湯煎

3)水洗処理の後、0.5mmの 飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
4)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて 30分放置
5)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエルドマン氏
液を加え 1分間湯煎)を施す

6)再び氷酢酸を加えて水洗処理
7)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
8)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜

属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示す。イネ属
については、中村 (1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様・大きさ。孔 。表層断面の特徴と

対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。また、この処理を施すと

クスノキ科の花粉は検出されない。

4-1.結 果 (その 1)

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 20、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉 8、 シダ植物胞子 2

形態の計 32である。これらの学名と和名および粒数を表 1に示 し、花粉数が 200個以上計数できた試

料は、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図 24に 示す。なお、200個未満であっても 100個以

上の試料については傾向をみるため参考に図示した。主要な分類群の写真を図版に示した。また、寄生

虫卵についても同定した結果、 3分類群が検出された。以下に出現した分類群を記す。
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〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、ヤマモモ属、クルミ属、

カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ

属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、ニシキギ科、 トチノキ、ブドウ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科

〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、アカザ科一ヒユ科、アブラナ科、セリ亜科、タンポポ亜科、ヨ

モギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

回虫卵、鞭虫卵、マンソン裂頭条虫卵

以下に各寄生虫卵の特徴を記す。

・回虫 Иsεαrisル
“
brjεοttω

回虫は、世界に広く分布し、現在でも温暖 。湿潤な熱帯地方の農村地帯に多くみられ、卵には受精卵

と不受精卵がある。遺跡の堆積物の分析では、長期の堆積年数や薬品処理の影響により、受精卵と不受

精卵の区別は不明瞭である。比較的大きな虫卵で、およそ 80× 60 μ mあ り楕円形で外側に蛋白膜を有

し、胆汁色素で黄褐色ないし褐色を呈する。糞便とともに外界に出た受精卵は、18日 で感染幼虫包蔵

卵になり経口摂取により感染する。

・鞭虫 ルjεヵγ″,s′ rJε物 ″

鞭虫は、世界に広く分布し、現在ではとくに熱帯
。亜熱帯の高温多湿な地域に多くみられる。卵の大き

さは、50× 30 μ mで レモン形あるいは岐阜ちょうちん形で、卵殻は厚 く褐色で両端に無色の栓がある。

糞便とともに外界に出た虫卵は、 3～ 6週間で感染幼虫包蔵卵になり経口感染する。

。マンソン裂頭条虫卵 D″″′′οわοルのjγ
“
″α′SO″ j

イヌ、ネコには普通にみられる条虫で、世界各地にみられる。イヌ科、ネコ科の諸動物が終宿主となり、

第 1中間宿主は、ケンミジンコ属 9種で、第 2中 間および待機宿主はヒトならびに終宿主と魚類をのぞ

いた脊椎動物全般にわたる。ヒトは生水を飲んだり、広範に分布している第 2中間および待機宿主を生

食したり加熱不充分な状態で摂取することによって感染するが、ヒトは終宿主ではないため幼虫の形で

寄生している。卵の大きさは、およそ 60× 35 μ mで両端がやや尖 り、一端に蓋を有し卵殻の彎曲度が

不平等なため、しばしば非対称にみえる。

(2)花粉群集の特徴

1)I区西壁ヽ 9層 (試料 1)

ヽ 9層 (試料 1)では花粉密度は低 く、参考程度ではあるが、樹木花粉の占める割合が草本花粉より

高い。樹木花粉ではマツ属複維管束亜属がやや高率で出現し、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ

亜属、スギ、シイ属、ブナ属などが伴われる。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属などが出現している。

2)Ⅱ 区北壁ヽ 18層 (試料 2)、 ヽ 19層 (試料 3)

ヽ 19層 (試料 3)では樹木花粉の占める割合が草本花粉より高い。樹木花粉ではコナラ属アカガシ
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亜属、マツ属複維管束亜属が多く、コナラ属コナラ亜属、シイ属、スギ、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノ

キ科などが伴われる。草本花粉ではヨモギ属、イネ科などが出現し、カヤツリグサ科、アカザ科―ヒユ

科などが伴われる。

ヽ 18層 (試料 2)では花粉密度が低く参考程度ではあるが、樹木花粉より草本花粉の占める割合が
高い。樹木花粉ではヨナラ属アカガシ亜属、マツ属複維管束亜属などが出現する。草本花粉ではイネ科、

ヨモギ属、カヤツリグサ科などが出現する。

4-2.結 果 (その2)

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 17、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 1、 草本花粉 11、 シダ植物胞子2

形態の計 31である。これらの学名と和名および粒数を表 2に示し、花粉数が 200個以上計数できた試

料は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図 25に示す。主要な分

類群は顕微鏡写真に示した。また寄生虫卵についても同定した結果、 1分類群が検出された。以下に出

現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、ハンノキ属、カバ

ノキ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、

ニレ属一ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、 トチノキ、 トネリコ属
〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤッリグサ科、タデ属、タデ属サナエタデ節、アブラナ科、アリノトウグサ属

―フサモ属、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

鞭虫卵

以下に特徴を示す。

。鞭虫 ルたヵ″な (′ rJcカル′η)
鞭虫は、世界に広く分布し、現在ではとくに熱帯・亜熱帯の高温多湿な地域に多くみられる。卵の大

きさは、50× 30 μ mで レモン形あるいは岐阜ちょうちん形で、卵殻は厚く褐色で両端に無色の栓がある。

糞便とともに外界に出た虫卵は、3～ 6週間で感染幼虫包蔵卵になり経口感染する。

(2)花粉群集の特徴

Ⅳ区東壁 7層 (奈良包含層)では、樹木花粉の占める割合が草本花粉より高く、約 70%を 占める。
とくにマツ属複維管束亜属が高率に出現し、次いでコナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属が多い。

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、クリ、スギ、シイ属なども伴われる。草本花粉ではイネ科 (イ ネ属

型を含む)、 ヨモギ属などが出現する。鞭虫卵がわずかに認められた。
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5-1.花 粉分析から推定される植生と環境 (その 1)

1)I区西壁ヽ 9層 (試料 1)

出現した草本花粉はいずれも人里植物あるいは耕地雑草の性格を持つもので、陽当たりの良いやや乾

燥した環境を好む。堆積地周辺はこれらの草本が生育する開地も分布していたと考えられる。周辺の森

林植生はマツ属複維管束亜属、スギなどの森林と、コナラ属アカガシ亜属、シイ属などの照葉樹林とコ

ナラ属コナラ亜属、ブナ属などの落葉広葉樹林が分布していたと推定される。

2)Ⅱ 区壁、ヽ 18層 (試料 2)、 ヽ 19層 (試料 3)

I区西壁、ヽ 9層の堆積環境と大差ないが、カシ類、シイ類などの照葉樹林がやや優勢であつた。密

度や草本花粉の占める割合などにより、ヽ 18層 はヽ 19層の時期よりも乾燥した環境であつたと思われ

る。

5-2.花 粉分析から推定される植生と環境 (その 2)

マツ属複維管束亜属が多く、近隣にはニヨウマツ林が分布し、周辺にはスギ、イチイ科一イヌガヤ科

―ヒノキ科などの針葉樹と、コナラ属アカガシ亜属、シイ属などの照葉樹、コナラ属コナラ亜属、クリ

などの落葉広葉樹なども生育していた。マツ属複維管東亜属 (ニ ヨウマツ類)は、海岸林を形成するク

ロマツの可能性が高い。草本では周辺にイネ科やヨモギ属が分布していた。ヨモギ属が多いことからや

や乾燥した環境が示唆される。イネ属型が検出され、周辺には水田などの農耕地も分布していた。鞭虫

卵が検出され、人為環境および人為活動による汚染が認められる。
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分類群

I区 西壁

No9層

1

Ⅱ区 Jヒ壁

No 18層   No.19層
学名 和名

Arboreal pollen

Abies
Tsuga

Pinzs subgen. Diploxylon

Cryptomeria japonica

Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae

M)'rica

Juglans

Betula
Corylus

Carp i nus-Os t rya j apon i ca

Castanea crenalq
Castanopsis

Fagus

Quercus subgen. Lepidobalanus

Quercus subgen. Cyclobalanopsis

Ulmus-Zelkova serrata
Celtis-Aphananthe aspera

Celastraceae

Aesculus turbinata

Vitis

樹木花粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

イチイ科 ―イヌガヤ科 ―ヒノキ科

ヤマモモ属

クルミ属

カバノキ属

ハシバミ属

クマシデ属 ―アサダ

クリ

シイ属

ブナ属

コナラ属ヨナラ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属

ニレ属 ―ケヤキ

エノキ属 ―ムクノキ

ニシキギ科

トチノキ

ブ ドウ属

3

1

27

7

3

3

9

7

12

13

1

1

10

2

2

3

1

1

1

12

7

10

61

15

12

1

2

4

1

2

1

26

2

26

89

2

1

1

1

3

Arboreal ' Nonarboreal

.....M.9r.s p-qp..:-tJ.*i.ql.-c.gss...

Nonarboreal pollen

Gramineae

Oryza type

Cyperaceae

Chenopod i aceae-A maranthaceae

Cruciferae
Apioideae

Lactucoideae

Artemisia':"""""" """'
rem spore

Monolate type spore

Trilate fype spore

pOllen      樹木・草本花粉
クワ科―イラクサ科

草本花粉

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

アカザ科―ヒユ科

アプラナ科

セリ亜科

タンポポ亜科

ヨモギ属

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

1

16

3

2

2

1

22

Total pollen

Arboreal pollen

Arboreal ' Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

試料 lcm3中 の花粉密度

未同定花粉

シダ植物胞子

88

1

41

130

95

× 102

17

× 104

4

7

33

2

77

112

Unknown

Fern spore

Helminth eggs

A s ca ris (lum brico ides)

Trichuris(trichiura)

2 
it ! l t!"-!-g 

! ! "-t ly r r : : : : : :
Total

寄生虫卵

回虫卵

鞭虫卵

マンソン裂頭条虫卵

計

試料 lcm3中 の寄生虫卵密度 07

× 10

35

× 10

明らかな消化残澄

第 1表 文京町二丁目西遺跡における花粉分析結果 (そ の 1)
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Ⅳ区 東壁 7層
分類群 奈良包含層

学名 和名

Arboreal pollen

Abies
Tsuga

Pirns subgen. Diploxylon

Cryptomeria japonica

Taxaceae-Cepha lotaxaxeae-Cupressaceae

AInus

Betula
Carpinus-Ostrya japonica

Castanea crenata
Castanopsis

Fagus

Quercus subgen. Lepidobalanus

Quercus subgen. Cltclobalanopsis

Ulmus-Zelkova serrata
Celtis-Aphananthe aspera

Aesculus turbinata

Frarinus

樹木花粉

モ ミ属

ツガ属

マツ属複維管東亜属

スギ

イチイ科 ―イヌガヤ科 ―ヒノキ科

ハンノキ属

カバノキ属

クマシデ属 ‐アサダ

クリ

シイ属

ブナ属

ヨナラ属ヨナラ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属

ニレ属 ―ケヤキ

エノキ属 ―ムクノキ

トチノキ

トネリコ属

樹木・草本花粉

マメ科

1

2

199

13

16

1

3

6

15

12

1

44

48

4

2

1

1

A;t;;.;i . Nd;;b;ili fiii;;
Leguminosae

N;;;d;;i p;i["
Gramineae

Oryza type

Cyperaceae

Polygonum

Polygonum sect. Persicaria

Cruciferae
H a lo ra gis -My riop hy I I u nr

Apioideae

Lactucoideae

Asteroideae

....4.rten.$.!.g..
Fem spore

Monolate flpe spore

Trilate type spore

草本花粉

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

タデ属

タデ属サナエタデ節

アブラナ科

アリノトウグサ属―フサモ属

セリ亜科

タンポポ亜科

キク亜科

ヨモギ属

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

63

4

4

1

1

1

1

6

1

6

54

Arboreal pollen

Arboreal . Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

試料 lcm3中の花粉密度

未同定花粉

シダ植物胞子

369

1

142

512

PoiEn fdqffi;ies ;i

u;d;il ilii;;
Fem spore

50

× 104

Hclminth eggs

TP・′c力
“
″お′″た力′
“
初

寄生虫卵

鞭虫卵

Total

Helminth eggs frequencies of lcm 試料 lcm3中 の寄生虫卵密度 12

× 10

Digestion rimeins 明らかな消化残澄

Charcoal frasments 微細炭化物

第 2表 文京町二丁目西遺跡における花粉分析結果 (そ の 2)
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1 マツ属複維管束魔属

5 クマシデ属―アサダ

2 スギ

●
 |
_ ,・

r、

´Jr´

ンイ属

ヽ
Lキ4・

コナラ属コナラ亜属

■ ,ヽ

′

3 イチイ科―イヌガヤ科
―ヒノキ科

●

4 クリ

み

７
　
●
Ｆ

8 コナラ属アカガシ亜属

●

色
口
　
　
Ｈ9 ニレ属―ケヤキ 10 マ メ科 イネ科

13 アブラナ科      14 キク亜科 15 ヨモギ属

第 26図  文京町二丁目西遺跡の花粉 。寄生虫卵 (そ の 1)

q

カヤツリグサ科

16 鞭虫卵
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マツ属複維管東亜属 2 スギ

6 コナラ属コナラ亜属 7 コナラ属アカカシ亜属シイ属

● ● .

9 エノキ属一ムクノキ 10 クワ属―イラクサ科

´
t,●  °lD
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▲     ^J
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」
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8 ニレ属―ケヤキ

i2 ヨモギ属

二

11 イネ属型

●

工 .・・

15 マンソン裂頭条虫卵

一
　
　
　
　
．

14 鞭虫卵

第 27図  文京町二丁目西遺跡の花粉・寄生虫5,(そ の 2)
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第 3節 珪藻分析

1.は じめに

珪藻は主に水域に生虐、する珪酸の被殻を有する単細胞植物であり、海水域から淡水域のほぼすべての

水域に生活し、湿った土壌、岩石、コケの表面にまで生虐、する。塩分濃度、酸性度、流水性などの環境

要因に応 じてそれぞれの種類が固有にまたは許容範囲をもって多重な環境要因に生育する。珪酸の被殻

は死後、堆積粒子として堆積物中に残存する。堆積物より検出した珪藻遺骸の種類構成や組成は当時の

堆積環境を反映し水域の環境を主とする古環境の復元に用いられる。

2.試料

試料は、Ⅱ区北壁の No.19層 ((青)暗灰褐色土 (砂混),試料 4)の 1点 (その 1)と Ⅳ区東壁 7層 (奈

良包含層)か ら採取された 1点、予備調査 トレンチ 1の 5層から採取された 2点 (浜堤砂層m2、 浜堤

砂層ヽ 4)の計 3点である (その 2)。

3.方法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温しながら1晩放置
3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥
5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラート作成

6)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 600～ 1000倍 (その 2は 1500倍 )で行った。計数は珪藻被殻が 100個

体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4-1.結 果 (その 1)

試料から出現した珪藻は、真―中塩性種 (海 一汽水生種)64分類群、貧塩性種 (淡水生種)64分類

群である。計数された珪藻の学名と個数を表 3に示す。また珪藻総数を基数とする百分率を算定したダ

イアグラムを図 28に示す。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔真一中塩性種〕

Иc力″α″ルθs brθ ッ″θS、 Иεル α″腸θs θを′jεα″′α、 И切リカο″ εttαψ ″ 2お、 Иηりあο″ 力οおα′jεα、 И物 リカ0″

S″なοSα、  cο εεο″θお scッ′θ′ル″、  DJ″
`'SttQ″

″αル ル″″、  D″ ′ο″θお ′″たrψ ″、  D″ わ″aliS′Sθνdο″ ′お、

DJip′ο″
`′

Ss″ルカJj、 М 9ッjεγ″ ″αガ″α、 Nli′ ZscttJα εοεσO″
`ク

セン7ηお、 ♂西rzsc力 jα εοzψ
“

SSα、 Nj′Zsc力 Jα gra″
"′

α′α、

Mrzsc力 ′α′ル″α、 Pα″α′Jα sνたα′α、 PJagjοgrα″″α′
"た
力θ〃″″、 R力 (フαわ漬α

“

νsc″′νS

〔貧塩性種〕

Иσ力″α″ルω ル″εθοル″、 И例りあο″ ″ο″た″α、 Cαわ″θおカッα′′″α、 cα′ο′
`′

s sj′ Jε″ル、 Dノ ο″θjS οb′ο″gθ′ル、

Noソ′ε″′α″″′Jσα、 Nαソ′ε″′α sp.
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M19層 (試料 4)では、貧塩性種 (淡水生種)よ りも真―中塩性種 (海―汽水生種)の 占める割合

が非常に高い。真―中塩性種 (海―汽水生種)で海水泥質干潟指標種のMttε力jα g″′″α″が優占し、次

いで中塩性種 (汽水生種)で海水砂質干潟指標種のИσルα″′力ωル′jεα″ル、真一中塩性種 (海 一汽水生

種)で海水泥質干潟指標種のMルSC力 jα εοεCO“ル″麻が多く出現し、力η力ο″εqttαψ″おなどが伴われ

る。貧塩性種 (淡水生種)で は不定性種のD″わ′あ οb′ο′″〃α、陸生珪藻のИ′η力ο″″ο′′α′α、(b′ο″お

りα′レα、助 ソたν′α ″ッ′′εα、流水性種の中～下流性河川種であるИcかα″ルωル″εθοル′αなどが出現してい

る。

4-2.結 果 (その 2)

(1)分類群

試料から出現した珪藻は、真塩性種 (海水生種)4分類群、真―中塩性種 (海 ―汽水生種)6分類群、

貧―中塩性種 (淡 ―汽水生種)6分類群、貧塩性種 (淡水生種)18分類群である。表 3に分析結果を示し、

珪藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを図 29に示す。珪藻ダイアグラムにおける

珪藻の生態性は、Lowe(19741や渡辺 (2005)等の記載により、陸生珪藻は小杉 (1986)に よる。環境

指標種群のうち、海水生種から汽水生種は小杉 (1988)に より、淡水生種は安藤 (1990)に よる。主要

な分類群について顕微鏡写真を示した。以下にダイアグラムで表記した分類群を記載する。

〔真塩性種〕

Dj″θ
“
g″″″α sp.、 G″

“
″α′リカ0″ ″αεj′

“
′α、Pragj磐″″″α Sp、 R力″力ο″お sν″′″〃α、

〔真―中塩性種〕

Иσ力′α″ルの あαッた,α″α、 Cοσεο′θ
's sc″
θ′ル
“
、 Cソε′ο′θ′ル s′″jα′α―sノ0″

“
、 DJip′ο″js ′″た″″ρ′α、

D″わ
“
お S″ jル′j、 Nli″ sc力 jα cοεεO′θル閉

'S、

〔中一貧塩性種〕

Иε力″α″ルの  bκν″の、 Dノ ο′θJS ′Sθ
"″
οソα′js、  Njrzsc力 jα  εο″′″SSα  V・ θ′ο′gα′α、  Nliルsc力 jα

′j′′οrα′お、 R力9′αわグ,α  g,bbθ″ィル、 R力 9′α′οグ,α  
“
γsc夕′ッs、

〔貧塩性種〕

Иcルα′ルθs ″ο″″″α、、 И例リカο″ ル″′′′α′お、 Cοεεο′θお ′ルεθ″′グル、 Dノο″
'S 
′″′
'Cα

、 Dripわ″jS

spp.、  FragJ′α″jα ′j″″α′α、 の
“
Sな
“
α Spp・、 肋 ″rzsc力′α α′η,力 joッs、  1～レッjσッ′α θJgj′θ″sお、 ハリソjσクル

θrttga、 助νjεγ′α ルθν,ssj″α、ハリソjεクル ″ν′jεα、f｀19jttν″ spp.、 ′Ⅵrzsc力′α J6´″s″′z′“
り、ハウJzsc力 ,α  sp.1、

P加″γ′α″jα  bο″α′お、 P′″′″ル″
jα
 gibbα、 Pj′′グル″jα  ソJ″jJis、

(2)珪藻群集の特徴

1)Ⅳ 区東壁 7層 (奈良包含層)

珪藻は極めて低密度で、貧塩性種 (淡水生種)が約 60%を 占め、次いで真―中塩性種 (海 ―汽水生種 )

の占める割合が約 25%と 高く、中―貧塩性種 (汽 ―淡水生種 )、真塩性種 (海水生種)と 続く。貧塩性種 (淡

水生種)では流水不定性種の占める割合が高く、次いで陸生珪藻の占める割合が高い。流水不定性種で

はИ例ヮカο″ ル″′j′α′js、、Dノο″θお Spp。を主に、の
“
Sな″α Spp.、 ハ4αッjεガα θ″白ga、 М7ッ jεクノα″θソおsj″α

、助励″″ spp、 Mrzsc力 jα  sp.1、 沼沢湿地付着生環境指標種群のPj′″あ″
jα gibbα、Pj″′

"ぁ
r,α ソj″励s

が低率に出現する。陸生珪藻では助ソjεクル ″ク′jεαが比較的多 く、肋 ″rZSC力 jα αη力jOガ、Pj″′″′αrjα

bοκα′,sが伴われる。真―中塩性種 (海 一汽水生種)では海水泥質干潟環境指標種群のDノ勧θ
jS S″ j′力′j

を主に、海水砂質千潟環境指標種群のИεルα″′あθs力ανた,α″α、真 ―中塩性種 (海 一汽水生種)の
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D"″ お ′″′θ″η tQ、 内湾環境指標種群ののcあ′θ〃α S′″jα′α―sヴ0″″、海水藻場環境指標種群の

Oεεο″θJs sc″た′ル″などが出現する。中一貧塩性種 (汽 ―淡水生種)ではD″′ο″θお ′sθッあッα′お、海水
泥質干潟環境指標種群のMJzsc力 jα ε

"ψ
rassα  V・ 滅η

"た
、Иεルα″ルω b″ソ″θS、 Nlittε力Jα ′j′ゎ″お

、Rカリα′ο″α gjbbθ″ル、R力
"α

わ沈α ″容ε″郎が低率に出現する。真塩性種 (海水生種)では内湾環
境指標種群のG″″″α′

"力

ο″ ″αεjル″″、海水砂質干潟環境指標種群のR力響力ο″お s″r姥腸、真塩性種
(海水生種)のDj″θrag″″″α sp、 PJagJοgrα″

“
α sp.がわずかに出現する。

2)Ⅱ 区西壁 5層 (浜堤砂層m2、 浜堤砂層ヽ 4)

どちらの試料も珪藻は検出されない。

5-1.珪藻分析から推定される堆積環境 (その 1)
ヽ 19層 (試料 4)について珪藻分析を行った。その結果、貧塩性種 (淡水生種)よ りも真一中塩性種 (海

一汽水生種)の占める割合が非常に高く、海水泥質干潟指標種が優占し、海水砂質干潟指標種、海水泥

質干潟指標種が多く出現した。こうしたことから、泥質ないし砂質の干潟の潮間帯の環境が示唆される。

5-2.珪 藻分析から推定される堆積環境 (その2)
1)Ⅳ区東壁 7層 (奈良包含層)

貧塩性種 (淡水生種)が多いが、真―中塩性種 (海 ―汽水生種 )、 中―貧塩性種 (汽 一淡水生

種)、 真塩性種 (海水生種)な ど多様に出現する。優占種としては、貧塩性種の流水不定性種である

Иzψ力ο″ ル″′j″α′お、陸生珪藻の助ソJσ″ノα ″ν′jσα、海水泥質干潟環境指標種群のD″わ″θJS S″ j′力Jjが優
占する。珪藻の密度が極めて低密度であることから、これらの珪藻は堆積地の環境を示すものではなく、

周囲からもたらされた可能性が高く、浜堤間には、主たる環境として淡水性の不安定な水域や湿地と海

水性の干潟が形成されていた。海浜成の強風や飛沫により、そこより飛来しとりこまれたものと推定さ

れる。本堆積物は、相対的にはやや湿つた環境ないしやや乾燥した環境にあったと考えられる。

2)予備調査 トレンチ 1、 5層 (浜堤砂層m2、 浜堤砂層M4)

珪藻は検出されなかった。試料となった堆積物が粗粒であるため、微細な珪藻が堆積せず、浜堤の形

成時に淘汰されたと考えられる。
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分類群

Ⅱ区 Jヒ壁

No.19層

4

分類群

Ⅳ区東壁 7層  予備調査 トレンチ 1・ 5 1rl
奈良包含層  浜堤砂層NQ 2浜堤砂層No 4

貧塩性種 (淡水生種)

Иc力″α′
`あ

θs ′α″εθο′α′α

Иη 力οrα ″οη′αηα

Ca′ο″θお ″α″ηα

Ca′ο′θJs s′′′ε″′α

DJip′ο′θお οb′ο″gグ′α

Naソ jεν′α″ν
`jcαNaソ jεν′α sp.

真―中塩性種 (海 ‐7気水生種)

Иc力′α′′力の brθッripω

Иε力″α″′力θs グθ′icα′ν′α

И″力οrα ε″ルα(ジ,r″な
И″ρ力οrα ttοおα′

jεα

И″ρ力οrα s′ rなOsα

Cοccο″θ,s sc夕′θ′′ν″

Di″θrοgrα″″αル′″
“Dノο′θ

'Si″

′θrrη′α

D″′ο″θお′Sθ
“
グοソα′,s

D″′ο″θな S“′′力′j

Naν′c″′α ″αrJηα

Мrzsc力 jα εοεεοηθルr″ jS

Ntrzsc力 jα cο″ ″θssα

ハrirzsc力 ′α grα″
"′

α′α

Ⅳ′rzsc力 Jα ρ′α″α

Parα′jα sν′εα′α

Pragjogra″ ″α′ν′ε力θ〃″″

R力 9ρα′οグ
jα 
“
νscν′
"S

貧塩性種 (淡水生種)

Иε力″α′′乃θs ″2ο″′α″α

И響力ο″ル″′ルα′お
Cοccο

“
θ,sρ′αCθ″′

“
′α

D″′ο″θ
'S′
″″jεα

Drip′ο″θ
'S spp.Frαg〃αr,α ρ

j′′α″α

Gッ rοsな
“
α spp・

Ha″ rzsc力 jα α″ρ力jοws
助ν′cノαθなjηθ′Sお

Nανjε
"′

α θrグレgα

Naソ jεタル ′αθνおsttα

Naソ jεν′α
“
露′jεα

ハセ′グル″ spp.

Mttsc力 jα ルタS′ν′夕″
7virzsc力 ′α sp.1

r)J″″γ′αriα  bο rθα′is

P′″′γ′α″jα gibbα

Pi4ην′αrjα ソjrjθ″s
中―貧塩性種 (汽一淡水生種)

Иεみ′α″力θs brθソ″ω

DJip′ο″θ
'S Pscν

グθソα′Js

Nirzsc力 jα  cο″ rassα  V・  θ′ο″gα′α

ハrirzscみ jα ′J″οrα′Js
R力 9ρα′οグJα g′ bbθ r"′α

R力 9ρα′οグ′α 
“
″sc夕′νS

真―中塩性種 (海一汽水生種)

Иε力″α″′力cs 力αγた,α″α

Cο ccο′θお scγ′θ〃ν
“の C′ο′θ〃α Srrjα′α―sヶ′Or夕″

Drip′ο′θお ′″′θ″η ′α

D″′ο″θお S″′ルj′

N′rzsc力 Jα εοεcο″θl力r“お

真塩性種 (海水生種)

D′″θrοgrα

““
α sp.

G″α″″α′響力οrα 〃αε
j′θ″′α

P′αg′οgrα″″α sp.

R力 cρ力ο′θ,s sγrfrθ′′α

1

19

5

3

2

2

1

2

3

1

2

11

2

30

2

1

1

3

1

18

2

1

10

2

1

2

3

1

1

12

1

1

1

2

1

2

1

5

1

1

1

2

合 計 5

1

1

3

15

2

未同定

破片

試料 lcm 3中 の殻数密度

完形殻保存率 (%)

８

４６

16

× 105

705

(そ の 1) 2

1

1

1

合 計 105

未同定

破片

試料 lcm 3中 の殻数密度

完形殻保存率 (%)

6

157

(その 2)

第 3表 文京町二丁目西遺跡における珪藻分析結果
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L Paralia sulcata 2
5 . Nitzschia compressa

9 . Nitzschia granulato

Plagiogramma pulchellum 3. Achnanthes delicotula

6 . Navicula marina 7 . Amphora colfeaeformis 8

10. Nitzschio cocconeiformis

- 

10gm

4 . Diploneis interrupta

Rhopalodia musculus

第 30図 文京町二丁目西遺跡の珪藻 (その 1)
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第 31図  文京町二丁目西遺跡の珪藻 (そ の 2)
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第 4節 砂層の粒度分析

文京町二丁目西遺跡では、浜堤の存在が空中写真判読によって確認でき、その堆積物と考えられる砂

層が検出された。今後、砂層の堆積環境を推定するための基準資料とするために、飾による粒度分析を

行った。

試料は、予備調査 トレンチ 1か ら採集した4点 (第 8図参照)である。分析は、風乾させた試料を秤

量し、わんがけして粘土分を除去してから再び風乾させ、4.75mm(-2φ )。 2.00mm(-lφ )・ 850μ (Oφ )。

425μ (lφ )。 250μ (2φ )。 106μ (3φ )。 75μ (4φ )の飾を用いて飾い分けを行った。それぞれ

の飾に残った試料を秤量し、縦軸に累積頻度 (%)、 横軸に粒径 (φ )を とった累積曲線を作成した。

砂の粒度分析に関する論考によると、飾目の間隔をより細かくする必要が指摘されている。また、よ

り厳密に飾分けを行う必要性があったことから、財団法人大阪市文化財協会の趙哲済氏の指導により、

1/2間隔の飾による飾分けも行った。表 4、 5と 図 32、 33が分析結果である。
分析結果を見ると、m2の 資料は、0,5φ と3.5φ にピークをもつ双峰性の曲線を示している。この
資料については、2層理にまたがって試料採取を行ってしまった可能性がある。なお、前掲の木大中村

遺跡報告書に述べたとおり、この結果のみをもって堆積環境を断定するのは難しいため、今後、調査地

近辺の現成の砂海岸等における試料の分析を行った上で判断することとし、今回は分析値のみを報告す

る。

fal Med 予備調査 トレンチ

-375

-3.25 2.60103812

-275 082852102 4370560253

‐2.25 2.331672664 7383530372

1.815595781 801035569

2.600592245 8040325975

‐0.7[ 3.901665592 11.10494701

8.192720518 1381056229

025 2146771022 19.95255768

2307034656 8.125135504

1665669229 2.214612746

11.69877898 2.377217482

225 4603499063 3.868079734

275 1379572993 4.843070488

3.25 0474883999 2189743786

0.362963711 070972185

425 0190419934 0158141077

0167880432 010904082〔

5.25 0.147672602 007524454[

0.108811391 005165091(

0.004463659

675

第 4表 飾目 1/2φ による粒度分析結果表 (単位は」

第5表 飾目 1/4φ による粒度分析結果表 (単位はυ

fai_Med 予備調査 トレンチ 浜堤前縁部
No l NQ 2 No 3 No 4 包含層 クロスナ

1 2290 1862 126
2234 33.77 4076 30.35 297〔

l 41.67 47.58

025 07[

3.33
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第5章 まとめ
文京町二丁目西遺跡では、坂出市街地の地形発達を考える上で、貴重な資料を得ることができた。調

査成果は、浜堤が海側に傾斜する所に堆積した包含層から、 8世紀を中心とする多量の遺物が出土し、

その内容は飯蛸壺が多く、漁労に関連する集落の存在を示すものであった。また、その北側は、中世ま

で満潮時には海水が浸入する湿地が広がっていたことが判明した。ここでは、坂出市街地の地形発達を

予察しながら、調査成果のまとめと今後の課題を考えたい。

まず、遺跡が立地していた浜堤であるが、都市計画道路富士見町線改築事業に先立って行われた試掘

調査の結果から見ると、遺跡以南では海成層が認められず、最も内陸側の浜堤であることがわかる。坂

出駅前駐車場の掘削現場で観察された貝化石群集の分析から、坂出駅付近には縄文時代前期に浅海が広

がっていたことが判明し、このことから、浜堤前縁は、縄文海進時の海岸線である可能性がある。しか

し、坂出市街地では浜堤の発達が 2列であるため、今後も形成年代を確定する努力が必要である。同様

に、遺跡が立地する浜堤よりも海側にある浜堤は、形成年代を知る資料が無いため、今後検討を深める

必要がある。

第 34図の等高線は、2500分の 1都市計画図に記される lm間隔の等高線を抜き出したものである。

等高線のパターンや浜堤の形状を見ると、西側の埋積の方が早く、東側の横津付近は、埋積が遅れてい

たことがわかる。現在市役所等が所在する京町・室町付近には、昭和 4年に廃止されるまで塩田が営ま

れていたように、

東側はつい最近ま

で海に直結する土

地柄であった。浜

堤北側からは、出

土遺物が少なかっ

たため、各堆積層

の堆積年代を決定

することはできな

かった。また、珪

藻分析から千潟の

潮間帯という環境

の復原ができたも

のの、どのような

過程で陸化が進行

したのか明確にで

きなかった。これ

らも今後の検討課

題である。

/ ィ江
一島

|

爾      l:
第 34図  等高線図 (国土地理院地形図「丸亀」を使用)
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地元説明会風景 (1)

地元説明会風景



観 察 表

凡例

1.残存率は、遺物の図化部分に占める実物の割合を示しており、完形品に対するそれではない。
2.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土
色帖 2001年版」を参照した。

3.胎土中の砂粒の「粗」は径 4mm以上、「中」は 0.5mm以上、「細」は 0.5mm以下を基準とした。
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Ⅳ区 掘削状況 (南から )

Ⅳ区 浜堤前縁包合層 遺物出土状況 (西から )



図版 2

予備調査 トレンチ 1 全景 (東南から)

予備調査 トレンチ 1 断面 (西から)



図版 3

脚

ユ

予備調査 トレンチ2 断面 (西から)

‐ロロ
11ヨ
「
‐‐‐ヽ
電 整:T.

Ⅳ区 浜堤前縁部包含層 検出状況 (西から)



図版 4

Ⅳ区 調査区東壁 断面 (西から)

亀 】 し
'1曲

Ⅳ区 完掘状況 (下が北 )



図版 5

Ⅱ区 西壁 断面 (東南から)

Ⅱ区 東壁 断面 (西から)



図版 6

I区 掘削状況 (北から)

I区 南北 トレンチ西壁 断面



図版 7
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調査地 (Ⅳ区)遠景 (南から)

調査地 (Ⅳ区)遠景 (北から)



図版 10

Ⅳ区 浜堤前縁部包合層 遺物出土状況①

Ⅳ区 浜堤前縁部包含層 遺物出土状況②


